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エネルギー消費と環境

問題の展望

もとひでゆき＊
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はしがき

一般に，効率よくエネルギーを使用するためには集中化が必要であ

る。もちろんエネルギーの問題のみならず人間社会の経済活動（都市

化）および資源の有効利用（設備の大規棋化）にも集中化が必要であ

る。しかしながら周囲の環境条件からみた適度の集中化がありうるはず

であり，それには環境との調和をはかるための基礎条件である自然現象

による浄化機能をどのように評価するかが重要な問題となる。

大量のエネルギー消費は大量のエネルギー資源を消費するが，世界的

にその資源の枯渇が叫ばれている昨今，わ･が国が必要とする石油，天然

ガス，石炭などのエネルギー資源量にも早い時期に限界がくるのではな

かろうかと心配されている。一方，大量のエネルギー消費にともない大

気・水域における環境汚染の拡大，環境熱汚染の増加および局地気象へ

の影響があらわれるため，広い意味の環境保全上からエネルギー消費に

限界力式くるのではないかと危倶されている。すなわち，資源および環境

の両面からの制約が迫りつつあると考えられる。もちろん，新しいエネ

ルギー源の開発および環境技術の研究開発により解決の道は十分ひらか

れるであろうが，問題は資源枯渇または環境汚染の進行速度よりも研究

開発の開発速度のほうが早くなければならないということである。

エネルギー需給バ

ランスの長期展望 わが国の実質GNPの伸びは，従来のように，毎年10%をこえる急

上昇をつづけるとは考えられない。このため実質GNPの平均伸び率

を，1970年度から1980年度までの10年間で7．4％，1980年度から

1990年度までの10年間で6．3％，1990年度から2000年度の10年間で

5.0％を採用し，エネルギー弾性値は1970年度から1980年度の10年

間は1.00,1980年度から1990年度の10年間は0.95,1990年度から

2000年度の10年間は0．85とした。とくにわが国のエネルギー弾性値は

米国型と西欧型の中間パターンにしだいに移行するとして想定した。こ

れらからわが国の一次エネルギー需要鼠を予測すると,1970年度2.85×

1015kcal,1980年度5.82×10"kcal,1990年度10.32×1015kcal,
＊科学技術庁資源調査所

資料課長
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表・1総エネルギー需給バランス表'）（単位wlO15kca1．%)2000年度15.55×1015kcal(原油1j=

10,000kcalとすれば10'5kcalは1億kI

に相当する）となった。これに対処する供

給エネルギーとしては，電気エネルギー，

ガスエネルギー，石油エネルギー，石炭エ

ネルギーの4種類がある。このうちの電気

エネルギーには，水力発電，原子力発電，

地熱発電，液化天然ガス(LNG)発電，

石炭火力発電，ガス化発電，太陽発電，石

油火力発電などがあり，ガスエネルギーに

は，液化天然ガスおよび合成天然ガスがあ

り，石油エネルギーには，石油および合成

石油（メタノールを含む）があり，石炭エ

ネルギーには各種石炭がある。とくに今後

開発が期待されている新技術によるエネル

ギー供給量は1990年度0.45×10'5kcal(全

エネルギー需要に対する比率4.4影)，2000

年度1.65×10'6kcal(全エネルギー需要

に対する比率11.1％）とかなり大きくな

っている。

各種供給力と総エネルギー需要との需給

バランスを年度別にまとめたのが，総エネ

ルギー需給バランス表（表・1）である。筆

者'》は石汕エネルギーの節減をはかるため，

2,240"kWh,出力3,200万kW,1990fi

kW,2000年1兆8,200億kWh,出力2．6億

－－－－－
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注（）内の数字はエネルギー

総計に対する百分率である
者入'は,f二1汕エネルギーの節減をはかるため，原子力発電の増強（1980年

2,240"kWh,出力3,200万kW,1990年9,870億kWh,出力1.3"

kW,2000年1兆8,200億kWh,出力2.6億kW)はもちろん,クリーン・

エネルギーである液化天然ガスの輸入量の拡大など，大胆にさまざまな

対策を計画面で検討してみた。その結果，石炭，石油の総エネルギーに

占める比率は減少したが，石炭，石油の供給量は1970年に対し1990年

で2.5倍，2000年で3.0倍となった。このような大量の石炭，石油が

使用されるならば，かなりのインパクトを環境に与えることになろう。

原子力発電および新エネルギー技術の開発が遅れるようなことがあれば

GNPの伸び率を抑制するか，さもなければさらに大量の化石燃料に依

存するかのどちらかである。

最近，総合研究開発機構および日本エネルギー経済研究所で発表した

報告書2)によると，2000年のエネルギー需要量を9．30×10x6kcal(最

大12.7×10'5kcal,最小7.3×10'5kcal)と想定している。大I隔な

GNPの伸び率の抑制である。しかし石油消費量および石炭消費量など

の化石燃料依存量は筆者の想定とほとんど変化せず，むしろ増加してい

る。原子力発電開発規模の大幅な縮少と，産業構造の転換および省エネ
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ルギーの推進によるエネルギー弾性値

の改善を行ない，エネルギー需給バラ

ンスをとったものと考えられる。目

下，これらを総合したわが国の新しい

長期エネルギー計画の作成を通産省が

中心となり推進しつつあるが,世界主
要国の単位面積当たりのエネルギー消

費量（表・2参照）をみれば，わが国

は西独，イギリスに次いですでに世界

第3位となっており，きびしい将来見

通しとなるであろう。

われわれをとりまく環境には，大

気，水，土地などがあるが，エネルギ

ー潴費はこのいずれにも関連してい

表･2各国の単位面積当たりのエネルギー消費量3）

(年間エネルギー消鎖量は昭和47年度実穀で石炭換算）

単位面積エネ
ルギー消費
(cal/cmg/day)

0．030
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0．108

0．143
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る。しかし，今回は一般的な大気問題を中心に述べる。

エネルギー消費にともな

う大気環境への影響要素いおう酸化物，窒素酸化物の汚染濃度一般に大気汚染物質は，大気
下層1,000mぐらいまでの混合層に広がるが，気温の逆転などがあると

混合層の高度が低くなり，汚染濃度は高くなる。大気汚染濃度の季節変

化を比較的多くの観測値の得られる二酸化いおう，窒素酸化物について

調べてみた。季節変化の変動部分は年平均値の大きさと関係があるの

で,測定値はすべて平年比で表わし，二酸化いおう,窒素酸化物について

全国の測定値の分析（主成分分析）を行なうとともに，一方では，全国

各地の二酸化いおう，窒素酸化物の汚染濃度の月平均値と最高気温（月

表･3最高気温といおう酸化物。平均）との相関係数（表・3参照）を求めてみた。
窒素酸化物との相関係数表3） 主成分分析および相関係数から総合判定してみると，窒素酸化物

いおう窒素
地区 酸化物酸化物

札幌-0.91-0.78

八戸0．870.“

鹿島0.95-0.84

束京.横浜.千葉-0.27-0.69

名古屋0.66-0.75

四日市069-0.72

富山0．95-0.01

大阪0.34-0.72

神戸0.86-0.75

姫路0.85-0.76

岡山0.87-0.75

北九州0,14-0.71

大牟田011-0.75

の濃度はほとんどの地点で冬に高くなるが，二酸化いおうの臘度は

夏に高くなる地点がかなりあるということができる。しかし，この

ような現象の発生機構についてはまだ解明されていない。

熱影響都市域がその周辺の田園地帯に比べて2～3.C高

温になっていることは日常体験することである。一般に都市の上だ

けに暖かい空気の塊りが島のように浮いている現象をヒーi､。アイ

ランド現象と呼んでいるが，近年各地で都市化が進行するにつれ，

ヒート・アイランド現象は多くの都市にみられるようになり，この

現象の研究も近年急速に盛んになってきている。それによると都市

域におけるエネルギー消費にともなう人工的発熱の効果および舗装

や建物による地中水分の蒸発遮へいの効果等によるものとみられて

いる。人工発熱にはエネルギーの発生段階において生ずる，いわゆ

る効率に関連するものと，エネルギーの消費に関連するものとがあ
注：正符号は気温に比例し夏汚染型，‐.''ﾝ‘！．ー‘ﾊ』～学一、~'ーー’

負符号は気温に逆比例し冬汚染型る。これらのほとんどのものは一次エネルギーを燃料として使用す



る産業（製鉄業，石油精製業，セメント業，発電業等）から放出される

エネルギーで，その大部分は煙突によって300～500mの空気中へ放出

するものと，海水を冷却水として利用し，海水の温度上昇という形でエ

ネルギーを放出するものとがある。このほかにも自動車のように移動す

るエネルギーおよび人間自身の発熱エネルギーなどがある。このように

エネルギーを消費し，発散させる都市域における人工発熱量は平均的に

みて0．05～0.10cal/cm2・minと推定されている。一方，舗装や建物

による地中水分の蒸発遮へいの効果4)を，空気を直接暖める熱量（顕熱

輸送量）と気化熱による熱量（潜熱輸送量）との比（ポーエン比）によ

りみると，田園地帯では0.5前後，緑の多い町では1．5程度，東京都区

部のように植物の少ない所では4以上と推算されている。田園が都市化

されることによって余分に都市上空の空気を暖める熱量は0．05～0.08

cal/cm2・min程度とみられており，あたかも人工発熱があったかのご

とく作用する。この量は当然日変化し，夜はゼロだが夏季の日中には最

大0.3cal/cm2・minにも達する。市街地の地表面が緑に覆われた田園

地帯に比べ10｡Cくらい高温になっている事実は観測によって確かめら

れている。このほか，都市域における気温への影響因子として地表への

太陽エネルギー流入を減少させ，気温上昇を緩和するじんあい（エエ

ロゾル・ダスト）と，温室効果をもち地表エネルギーの発散を抑制し，

気温上昇を促進する炭酸ガスがある。

次に都市域の下層大気を中心に熱エネルギー拡散過程を考えてみよ

う。都市のような小さな地域に局在した発熱源からのエネルギーの流出

に関しては，熱をもった空気が出ていって周囲の空気と入れかわる効

果，すなわち換気が最も重要な要素となる。普通には大規模な気圧配置

による一般風，海陸風，都市のヒート・アイランドに起因する循環，乱

流等によって換気が行なわれ，それにともなって熱も拡散され希釈され

る。周囲に拡散された熱エネルギーは最終的には赤外線の放射によって

地球外へと発散するのである。都市域の気温上昇の解析手法は汚染物質

による広域大気汚染の解析手法と基本的に同じであるが，汚染物質によ

る汚染が大気運動に対してほとんど影響を与えず，常に受身であるのに

反し，熱による汚染は局所的な温度の不均一の結果，必然的に大気の対

流運動をひきおこし，自ら拡散するという大気（汚染物質）を移動せし

める積極的性質をもっている。

一般に環境容量とは《環境が影響をうけるインパクトに対し，許容し

うる量”であり，大気，水，陸地などを総合して決定しうるものである

が，ここでは前述したごとく大気について述べてみよう。

大気環境容量の考え方自然による浄化能力を中心として考察をすす

める。いま，ある環境（立体空間）に大気汚染物質が流入し，ある時間

その空間にとどまったのち去ってゆくとした場合，汚染物質がその空間

5

大気瓊境容量
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ボックスモデル

にとどまっていた時間内に環境を汚染し生物に影響を与える。対象汚染

地域の大気空間容積，大気汚染物質の排出量，大気汚染物質の停滞時間

および大気汚染物質の化学変化などの主要素を数量的に表現し，過去の

大気汚染実績よりその地域に流入しうる汚染物質の許容量（単位大気空

間中にしめる汚染物質量）を定めることによって大気環境容量を決定す

ることができる。

大気環境容量の決め方には大別して2つの方法が考えられる。その一

つは，汚染空間を一つのボックスとみなす考え方で，ある領域における

空気の流通を計算し，垂直方向の拡散の厚さの変化を大気の安定度で代

表させる方法である。もちろんこの方法もクローズした領域の設定など

問題点は多い。いまひとつの考え方は発生源との位置関係を考慮した拡

散モデルによる方法である。すなわち各発生源における上層までの風

向・風速，安定度などから風下の相対着地濃度によって求める方法であ

る。後者の方法は，点の汚染源についての算定が比較的容易であるのに

反し，大工業地帯などの面的汚染源では，定量的評価がやや困難であ

る。そのため，現在総斑規制がとられているように，この方法は，マク

ロ的な立場からは十分な表現が得られない。したがって大気環境容量の

算定に当たっては，ポックスモデルによる方法と，拡散モデルによる方

法とを併用することが望ましいと考えられる。

ボックスモデルからみた大気環境容量標高500mまたは1,000m

の山岳障壁に囲まれた空間をその地域の大気空間容積（ボックス容職）

と考えその空間に流入した汚染物質が風速，降雨量などによってどの程

度停滞したか，その時間を計算する。この時間が環境生物に影響を与え

た時間となる。ごく簡単な大気環境容量は次のごとく表現することがで

きる。

大気環境容量＝地域大気空間容量×γ』〉

ただしγは地域の燃料消費による汚染排ガス量，排ガスの停滞時間，

人口密度などの函数（汚染してない地域ではγ＝1）である。

一方，燃料消費に伴う汚染排ガス量と年平均汚染臘度との関係をボッ

クスモデル‘）（図）によってごく単純化した数式で表現すると次のごと

くなる。

6－；･叩品.ざ’ 6：地域の面積を正方形と仮定

C=平均汚染濃度観測値(ppm)したときの一辺の長さ(km)

Q=排ガス量密度(m8/m3.日)86,400:1日の秒数(sec)

Z=混合層の厚さ0Km)U:平均風速(m/sec)

二次元拡散モデルからみた大気環境容量製》5）汚染発生源との位置関係

を考慮した方法で点の汚染源について算定するものである。二次元拡散

モデルを利用して大気汚染拡散状況を抽象化し，つぎのような単純化し

たモデルを考える。



（1）放出された熱または汚染物質は大気下層1,000mくらいの間に一

様に広がる。

（2）水平方向に対しては渦拡散で広がり，移流はない。

（3）熱または汚染物質は熱放射または大気の浄化作用により，温度ま

たは濃度に比例した一定の割合で消失する。

とする。しかる時，温度または漉度を巾とすると拡散の式は，

c¥-cv"+*)-"+'
C:大気下層の熱容量または汚染物質の容量

V:巨視乱渦拡散係数

α：冷却率または減少率

9:単位時間・単位面積当たりの熱または汚染物質の放出通

となる。

ボックスモデルおよび二次元拡散モデルからみた大気環境容量をいく

つかの前提条件により試算してみると，昭和48年度エネルギー消費量

の2～3倍程度が現在考えられるわが国のエネルギー消費量の一つの目

安となりそうである。この目安に到達するだけでもぼう大な公害対策設

備費が必要とされており，わが国経済の圧迫要因となることは必須であ

る。このような種々の対策を行なっても熱汚染に対処する方法はあまり

なく，省エネルギーおよび熱効率の向上などかぎられた方法しか存在し

ない。また，このような汚染物質の挙動は大気関係のみでも科学的に予

測不可能な分野が多く残されており，このためにも自然界との調和をは
●●●●

かりつつけんきょにエネルギー消費と環境問題に対処することが今後の

問題処理にあたるものの心がまえであろう｡(了）
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はじめに

林野庁が森林費源の健全な育成とその有効利用

を目標に，最重点施錐として要求していた52年

度予算が認められ，いよいよ間伐木の生産から，

流通，加工，販売にいたるまでの総合対策が積極

的に推進されようとしている。

この小文では林野庁が間伐材等小径木の住宅構

造への需要開発を図るため,昭和48年度より全国

林業改良普及協会に委託した「住宅用加工木材需

要開発推進調査」（委員長上村武氏)の成果のひと

つである新校倉式住宅と，昭和50年度より日本木

質構造材料協会に委託した「間伐材等小径材利用

住宅工法に関する調査研究」（委員長杉山英男氏）

の成果である7×7（セブン．パイ．セブン）構

法住宅の特徴を簡単に紹介するとともに，小径木

を丸太および製材品の形態で，住宅建築に利用す

る場合の問題点などを幟造材料的観点から述べる

ことにする。

小径木の概要

一般に間伐材や梢端材などの小径木は曲がりや

細りが大きいうえに,未成熟材の占める率が高く，

材質の変動がはげしいため，製材をしても製品の

品質が劣るばかりでなく，歩止りや作業能率が悪

いといわれている。したがって，小径木の用途は

おのずから制約され，従来は足場丸太，杭丸太，

各種の支柱，坑木など丸太で使用する分野の需要

が主流であった。もちろん，丸太の形質がある程

度以上のものは製材され，板類，ひき割類，ひき

角類など製材品の形態で，一般建築，各種の荷

役，梱包資材などにも利用されてきた。このほ

か，最近では，パルプやボード類の工業原料をは

じめ，集成加工用材の原材料，木工芸品，庭園家

具などにも利用されはじめている。

このように小径木の利用に対しては，その形状

および品質に応じて，時代とともにいろいろの開

発努力が払われ，地域的には比較的安定した需要

もあるが，その量には限界があり，また他材料と

の競合もしだいにはげしくなりつつある。したが

って，今後大量の供給が見込まれている小径木を

採算性のある安定需要に向けることは，かなりの

困難が伴うと予想されるが，将来的には木材の最

大の需要分野である建築材料への開発研究をすす

めることが至当のように考えられる。

現在でも間伐材そのものは形質に応じて，在来

工法用の各種部材に使用されているが，ここで問

題としているのは柱角もとれない小径木の需要開

発である。このような小径木の実態を調査したも

のに，林野庁のメニュー課題として，昭和47年

から3カ年にわたり公立の試験研究機関が実施し

た「間伐木の材質試験」がある。この試験は全国

各地の14～30年生のスギ林分から選定した胸高

直径5.5～23.0cm(平均12.2cm)の間伐木を対

象に，長さ2m,3m,4mの丸太を玉切り，素

材としての等級やそれから製材した製品の等級な

どを調査したものである。丸太の末口径は平均

7.8cnlで,7cm級のものの出現頻度が最も高く，
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末口径14cm未満の累加頻度が97%,末口径8cm

未満の累加頻度が48％となり，現行の「素材の

日本腱林規格」の対象外となるものが半数近くを

占めていることがわかる。

また，これらの丸太から板類，ひき割類，ひき

角類などを製材した際の歩止りはかなり変動する

が，平均値は60％程度となっている。

なお，これらの製材品を製材直後と天然乾燥後

に分け，現行の「製材の日本農林規格」に従って

等級区分を行なっている。その結果によれば，製

材直後の未乾燥状態では，測定本数2,443本中，

特等2,9％，1等25.2％，2等45,5％，等外26.4

％となり，等外になった要因は曲がり（そりをふ

くむ）と丸身で，節はほとんど関与していない。

天然乾燥後（含水率20％以下）では673本中，

特等0％,l等9.1％,2等31.6％,等外59.3％と

なり，等外となった要因は曲がり(そりをふくむ）

の増加，割れの発生である。乾燥による等級低下

が著しく，1等以上は10％にも満たない。

小径木の需要を推進するためには，このような

基礎資料を，樹種別，材種別，地域別に整備する

必要があろう。

後，実用化を図るため，日本建築センターの木質

系構造評定委員会の評定をうけ，一部修正のう

え，建築基準法第38条に基づく建設大臣の認定

を得ている。

この建物には構造面でいろいろの特徴がある

が，要約すれば，図･1，2のように間伐材等小径

木を積み重ねた校倉壁と柱で構成された軸組併用

構造である。すなわち，一般の校倉構法では柱が

なく，壁体の構成部材は建物全体にわたって1段

ずつ積み重ねられるが，この構法ではプレハブ住

宅の壁パネルのように,180cm幅の校倉壁を構

造的な構成単位とし，これと校倉壁相互の接続部

に建てられた柱(直径10cm以上）とが一体とな

って，建物に加わる外力に抵抗するように設計さ

れている。

また，一般の校倉構法では，壁体の構成部材が

隅角部で井げた状に組まれるのに対し，図･2の

ように，60×60mmの角材に掘った溝に30×.60

nlrnのつなぎ板をはめこんだジョイント用壁が，

校倉壁と45度の角度で交わるように配置されて

いる。

このほか，普通は壁休の構成部材の断面が一様

であるのに対し，細りのある小径木を利用するた

め，図･2のように丸太に溝を掘り，30×60]nm

のつなぎ板をはめこみ，丸太断面の不均一性によ

る障害を解消するよう工夫されている。

この構法に使用する丸太の樹種はスギ（ヒノキ

にかえてもよい）で，未乾燥状態で使用すること

にしているが，他の部材の含水率は19％以下と

している。なお，この設計では，校倉壁を構成す

新校倉式住宅

この建物はわが国をはじめ北欧等で古くから伝

えられている校倉構法の考え方を，小径木の利用

にとり入れたものである。この構造方式は前述の

「住宅用加工木材需要開発推進調査」委員会のメ

ンバーである杉坂委員が中心となって発案され，

委員会討議を経てまとめられたものである。その
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新校倉式住宅

7×7機法による試験家屋（2階の一部をのぞいて外装は未完成）

る丸太の末口径は75mm以上に規定されている。

この新椛法の開発にあたり，木材関係で問題と

なった主なる項目は，利用対象にする丸太の末口

径，長さ，細りの程度，量産化に対応できる丸太

専用溝掘機の考案’乾燥過程で生ずる丸太の割れ

防止錐，丸太とつなぎ板間に生ずるすきまの充て

ん方法，乾燥による校倉壁の収縮量の調整法，校

倉壁と柱の収縮差の調節法などであった。それら

についてはそれぞれ対策が講じられている。

また’校倉壁に対する各種の構造試験のほか

に，この構法による住宅の居住性試験が行なわれ

ている。居住性については実大家屋を対象に断熱

性と湿気調湿性,透湿と透水性，遮音性，気密

性，採光性，保存性などが検討された。部分的に

7×7櫛法による梁と天井

は改良点が指摘されたが，総合的には在来家屋な

みの性能があるものと判断されている。

7×7構法住宅

この建物は間伐材等小径木から製材した7×7

Cnlの正割材を主要構成材とし，これに合板など
●■

の平面材料をくぎによって構造的に張り，床組，

刺|組，小屋組などを椛成するものである。

この構法は前述の「間伐材等小径材利用住宅工

法に関する調査研究」委員会で検討中のものであ

り，まだ最終的結論は得られていない。なお，こ

の構法の開発に際しては，林野庁が昭和46年度

から3カ年にわたり，建築関係の諸先生方に委託

して実施した「国内産小径木を利用した木造住宅



の構造耐力に関する研究」の成果が活用されてい

る。

現在，設計要項や標準設計図面の作成，構造部

品の強度試験等が終わり，昭和51年の12月に，

東京営林署の旧猿江貯木場にスギ材を用いて試作

住宅1棟（2階建，延床面積62‘94㎡）が建てら

れ，施工後の乾燥による7×7部材の狂い，木材

等の使用量，刻みおよび建て方工羅における労務

鍬などの調査結果が整理されている。また，来年

度はその試作住宅に水平力を加えて椛造実験を行

ない，その結果をまって，安全性，施工性，経済

性などについての総合的な検討がなされる予定で

ある。さらに成案を得た段階で，新校倉式住宅と

同様に，建築基準法第38条に基づく建設大臣の

認定を申請するものと考えられる。

したがって，現時点で設計の詳細を述べること

は避けるが，試作住宅をみるかぎり，1階床組は

図･3のように土台が在来工法と同様に105×105

1nnl,大引きが70×70mm,根太が60×60mm

で,その上に枠組壁工法と同様に厚さ12mmの合

板がくぎ打ちされている。軸組（壁体)は70×70

mmの柱と70×35nlmの下枠と上枠で構成さ

れ，上枠の上には70×35mmの頭つなぎがわま

され，片面に厚さ9mmの合板がくぎ打ちされて

いる、また，2階床ばりには厚さ12mmの合板

に，70×35mmの上下弦材およびつか材をくぎ

打ちした合成ばりが用いられている。この2階床

ばりの上に60×60mmの根太がかけられj1階床

と同様に厚さ12mmの合板がくぎ打ちされてい

る。小屋ばり，棟木，母屋にも合成ばりが用いら

れ,小屋束は70×70mnl,たるきば60×60mm,

野地板は厚さ12mmの合板である。また,1階

の居間の南側開口部には70×70mmの材を3本

合わせたまぐさｶﾇ用いられている。

このように，この構法の住宅では小径木からの

製材品の需要開発を推進するため，できるだけ

70×70mm,70×35mm,60×60mmの部材を

多用し，これに厚もの合板などを所定のくぎで打

ち，補強と一体化を図っている。

現行の建築基準法施行令第43条には柱につい
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ての規定があり，瓦ぶき2階建の1階部分の柱の

小径は柱の長さの1/28以上に規制されている。

この設計で，柱の長さを2.66mとすれば，その

小径は951nmとなる。また,同条には階数が2以

｣二の建築物におけるすみ柱またはこれに準ずる柱

は通し柱としなければならない。ただし，接合部

を通し柱と同等以上の耐力を有するように補強し

た場合においてはこの限りでないと規定されてい

る。この設計では柱の小径が規定以下で，通し柱

もないので，これを実用化するには建築基準法第

38条に雛づく建設大臣の認定をうける必要があ

ろう。また，くぎ打ちによる合成ばりについても

同様であろう。

このほか，問題となったのは，未乾燥状態の小

径木からの製材品を構造体に組み込んで乾燥させ

た場合，施工上どのような障害が生ずるかという

点であった。前述の材質試験の結果では，小径木

からの製材品は乾燥するにつれて，曲がり，ねじ

れ，割れなどがかなりはげしく生じてくることが

指摘されているが，実際に構造体に組み込んで拘

束した場合はどのような挙動をとるのかという点

に関心がよせられた。

棟上後，約3カ月経過した時点では割れはかな

り発生しているが，仕上げを行なううえで，とく

に支障となるような曲がりやねじれは発生してい

ない。なお，今回使用したスギの製材品は，現行

の「製材の日本農林規格」が2等材に対して強度

保証をしていない関係上，未乾燥状態で1等以上

を目標に選別されていると考えてよい。また，施

工時において，狂いのため除外されたものもあっ

たが，その数はわずかであった。

今後，大愚の供給が予想されるこの種の製材品

のなかには，2等程度のものの比率がかなり商い

と考えられるので，それらについても同様の施工

試験を行なうとともに，強度性能と欠点の関係，

合板などによる補強効果などを系統的に研究し，

この椛法に対する材料規格の整術を図る必要があ

ろう。

（やまいりようざぷろう・林業試験場木材邪）
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マツ繍〃 病の話

近藤秀明

はじめに

マツ，それはわが国の自然美を代表する樹種の

ひとつとして古くから絵にえがかれ，詩歌に詠ま

れ，あるいは白砂青松の言葉に代表されるように

われわれ日本人の心の支えになってきている。ま

た，海岸線の飛砂防備や林地への造林用樹種とし

て日常生活のなかにも深くとけこんでいる。

マツは現在世界におよそ100種あるとされ，天

然分布はほとんど北半球に限られている。これら

マツには思いのほか病害虫の種類が多い。マツ林

でごく普通に見られ，また関東，東北地方の苗畑

でマツ苗養成上大きな障害になっているマツこぷ

病もそのひとつである。

マツこぶ病が起こる原因

樹木や農作物そして花などの病気はカビが原因

で起こる場合が多い。マツこぶ病は，生きた寄主

からだけ栄養を取ることができるカビの仲間《《さ

び菌”の一種で起こる。さび菌には同種の植物上

で生活を繰り返す種類（例？シ十・リンバイさび

病，北アメリカ大陸にあるマツこぷ病と類似のこ

ぶをつくりマツからマツへ直接伝染するさび病な

ど）と1生活史の一部を別種の植物上で送る種類

（例：マツこぷ病，ナシ赤星病など）とがある。

しかも，1生活史を全うするのに必要な胞子の種

類も全部で5つのタイプ(マツこぶ病は全部ある）

があり，さび菌の種類によって胞子のタイプ数も

異なる。さらに，さび菌は一般に試験管で培養が

できないこともあって，研究を進めていくうえで

は年1回のチャンスを的確に捕えなければならな

いという厄介な病気なのである。

マツとぷ病は，明治以前においては松蜜，甘

露，木醒などと呼ばれていたようで，これが病気

であることを知っていたかどうかは疑問である。

明治17年（1884年)，大日本山林会報に松樹瘤

の発生原因と治療法についての質問')が出された

のが最初の記載である。その後，明治32年(1899

年）に白井光太郎博士が，こぶの部分に春先でき

るさび胞子を用いてコナラ，クヌギ，アベマキに

接種しマツ属からブナ科，とくにコナラ属植物に

移ることを実験的に証明した5)。しかし，肝心の

ブナ科植物からマツへいつ移るかの証明はなされ

ないまま永い年月が経過してきた。筆者は，図ら

ずもその任を負う結果となった。東北地方には，

かつて関東マツの名のもとに移入されたマツにこ

ぶ病の激害樹が多いという4)。筆者は，関東マツ

の汚名挽回のためにも本病防除法確立を目標に

研究を行なってきた。幸いにも，人工接種によっ

てマツにこぷをつくることに初めて成功し，本菌

の生活史を完全に解明でき，さらに各胞子の諸性

質，中間寄主上における病原性の変異についても

究明し得た。防除法については，室内実験結果を

もとに野外散布実験を岩手県林業試験場と共同で

行ない，これについても確立することができた。

以下，研究の成果2)等をもとに，こぶ病について
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写真･1マツこぷ病に侵されたアカマッ（原図）

写真･3柄子滴（松蜜ともいう）（原図）

写真･4さび胞子堆（矢印）（原図）

ふれてみることとする。

マツこぶ病の分布と発生のしかた

の菌がクリスマスツリー用に謎成していたロッジ

ポールパインにこぶをつくって困ったという例が

ある8)o

マツこぷ病は，わが国の苗畑では主に関東，東

北地方で発生し,年によっては罹病率が30～40％

にも及ぶことがある。また，こぶ病の発生状況を

マツ林で調査した結果，年次変動のあることが判

明した。これは感染時期の9月から11月におけ

る適温下の降水日数，降水量等に密接に関係して

いるようである。

マツこぷ病菌は中間寄主を必要とし，クロナル

ティウムクエルクウムと呼ばれ，東洋では日本

列島をはじめ台湾,朝鮮半島,中国大陸などに，さ

らに北アメリカ大陸や欧州などに分布するが，東

洋に産する菌と北アメリカ大陸などに産する菌と

の異同についてはいまだ結論が出されていない。

このほか，北アメリカ大陸には一見マツこぷ病

（写真･1）と類似したこぶをつくり，しかもマツ

からマツへ直接伝染するさび菌（エンドクロナル

ティウム属）がある（写真･2)。カナダでは，こ

本菌の生活史と本病の防除法

11月下旬ごろから翌年2月ないし3月ごろま
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って毛状に見える。冬胞子は9月ごろになると形

成量も多くなる（写真･6)。筆者は，さび胞子およ

び夏胞子を用いてブナ科植物に接種実験し，アカ

ガシ，ウバメガシなど6種のほかクリ14品種を

新しく中間寄主として追加した。

冬胞子は15～20｡Cでよく発芽して小生子をつ

くり，これがマツへの感染源となってこぶをつく

る（写真･7，8)。ここで本菌の生活史をまとめて

みると図のようになる。一般に本菌によるマツへ

の感染は9月から11月に行なわれることが多く，

こぶが肉眼で識別できるようになるのは翌年6月

以降である。柄子の形成は感染後満2年を経過し

でこぶの部分に黄色，水滴状の粒々が認められ，

1月中・下旬に最盛期となる（写真｡3)。一般に

《､松蜜”と呼ばれ柄子を含んだ柄子滴である。

これは感染源にはならない。同じこぶの部分か

ら，関東地方では3月下旬ないし4月_上旬から5

月下旬にかけて黄粉状のさび胞子が飛散する（写

真･4)。さび胞子は20～22｡Cでよく発芽する。

これがブナ科植物に移ったのち10～16日経過す

ると葉裏に夏胞子が形成される（写真･5)。夏胞子

は8～11日でふたたび新しい夏胞子をつくり，世

代を繰り返すことができるが，コナラなどでは6

月中旬ごろから冬胞子に移行する。冬胞子は集ま
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小生子 為

関東地方におけるマツこぷ病菌の生活史

た11月下旬ごろから，さび胞子は感染後約30カ

月経過してから初めて形成される。諸種の実験結

果から，野外での感染は9～11月ごろと考えられ

るので，この時期にマンネブ剤500倍液（1回1

nl3当たり300mJ)を数回散布すれば効果的に防

除できる。

なお，本菌はマツからマツへ直接伝染すること

はないようである。また，本菌にはよりアカマツ

ーコナラを好む系統とクロマツークヌギを好む系

統が存在することを明らかにし，病原性の変異の

存在も確認し得た。これは海外の菌との異同を知

るうえで参考になる点と考えている。

“
本病については，菌がどの部分からど

のように侵入するのかなど未解明の分野

も残されている。しかし，公立林業試験

場としての仕事の限界を考える時，最終

目標であった防除法の確立によって社会

にいくばくかの貢献ができたならば幸い

であると思っている。

（こんどうひであき・茨城県林業試験場）
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れた。その後,30年たった大正12年ころに伐採し

たところ，親木の出シポの素質を完全に遺伝して

いることがわかり，このとき初めて天然シポはさ

し木で贈殖できることが明らかにされた。これが

北山出シポの人工増殖第1号となり，北山の人た

ちによって次々､とシボを持つ親木が探し出され，

さし木で増殖されている。

北山出シボの親木はほとんどが実生林から発見

されている。現在，その有名品種8)'')は，前記第1

号の楳田のほか，広河原，三五，雲外，欝合，く

ろ’芳兵術，くら，孔雀，鞍馬，奥山，月夜，古

念谷，香炉などであるが，これ以外に篤林家の間

では各人が苦労して発見した逸品を軒並みに数品

種あて秘蔵し大切に育成している。

また，膳丸太生産地として発展している久万林

業地でも，ほうじょう，やよい，菊が森，竜神，

宝作，相原などが発表4）されているし，勝丸太生

産地として定評のある吉野地方は言うに及ばず，

九州，中国地方の篤林家によってもひそかに自分

で探し出し増殖されている。

形質シポ品種はどちらかといえば全体に

生長が遅いものが多い。しかし，生長が早いもの

は12～15年生で収稚されているし，遅いものは

40～50年かかっている。

シポの出現には品種により早晩性があり，早い

ものは4～5年生で現われるし，遅いものは20～

30年たって現われるものもある。シボの出現が

早いものには，芳兵衛，くろ'遅いものには，く

ら，落合，孔雀などが発表4》されている。

はじめに

京都市の西北端にある北山林業地では，スギ磨

丸太の生産を目的とする独特の林業が行なわれ，

材積収灘の多いことよりも形質のすぐれた丸太の

生産に重点がおかれ，高度な造林技術とあいまっ

てきわめて集約的な経営が行なわれている'》。

。このため，造林に当たっては膳丸太用のスギ品

種が厳密に選択されているが，そのうち勝丸太と

して最も珍重され価格もすこぶる高いものに，丸

太の表面にシポ（絞）といわれる縦のシワを持つ

品種がある（写真･1)。これには大別して出シポと

入シボがあり，前者は縦シワが隆起し，後者は縦

シヮが陥没している。シポの形や大きさには多く

の変異があり，膳丸太の価値はこのシボの形態に

よって決まるといってよい。

筆者は豊島氏と共に林業試験場関西支場在勤

中，このシボ形質の遺伝性を解明する目的で人工

交配試験を行ない，すでにその結果を報告2)した。

ここにそれを紹介するとともに天然シボ造林上の

問題点をあげる。

シボの品種

由来北山地方におけるスギ天然シボの生

産由来については岩水氏3)が詳しく述べている。

それによると，今から80年ほど前（明治26年
うめだ

ころ),北山の故楳田市兵衛氏が近くの山林でスギ

を伐採していたとき偶然に天然シボを発見し，そ

の枝を10本さし木して1本だけが活着し植栽さ
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は明らかにされているが，まだ企業秘密もあって

造林上の特性は十分に公表されていない。したが

って総合的にどの品種が有利と断定できるような

品種特性一覧表を示すことができない。企業的に

は，幹の生長とシボの出方が早く，かつ優美なシ

ポで，早ければ12～15年生で，遅くても20年生

ぐらいで確実に伐採できる品種を選択することが

造林上のポイントとなろう。

材の組織構造奈良県林試の今村・岡崎両氏‘）

によれば，樹齢8年生の天然シポでは水口断面で

見られる放射組織柔細胞に特徴がある。すなわ

ち，単位面積当たりの放射組織の数は普通のスギ

の約2倍(80個/mms)に相当し，また，その放

射組織の柔細胞壁も異常に厚い。今後，さらにシ

ポ品種間で材の組織構造にどのような速いがある

のか，シポ材の利用および育種上ぜひ明らかにし

てほしい。
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シボの造林特性

遺伝性豊島氏および筆者2)は，林試関西支

場在勤中の1960年春，天然シポと無シボとの人

工交配試験を行なった。母樹はどちらも京都北山

に生育していたものである。シボは中川北山町の

森信之助氏所有の無名のシポで，推定50年生台

木の立条幹約20年生のものである。無シポは生

長が早く丸太形質も優秀なシバハラユ)で，部落共

同採種用の約70年生の優良母樹である。交配は

シポを母親にシバハラを父親として行ない，シ

ポ×シバハラのほかに，シポ自家受糒，シボ自然

交雑，シバハラ自然交雑の種子を得た。この種子

は，翌春，関西支場苗畑にまきつけ，’回床替2

年生苗に育てあげた。苗木数は表(18ページ)のと

おり’シボ×シバハラ205本を主体に合計227本

で，支場隣接の桃山御陵の平坦地に，列間1.5m,

間隔11nに集植した。

植栽後8年，すなわち実生'0年生時の生長量

は表のとおりである。全体的には平均樹高4.8

~5.7m,平均胸高直径5.7～7.5cmの範囲に

あって，シボ系交雑群はシバハラ自然交雑群より

生長がよい。シポ系交雑群の中ではやはりシポ自

写真･1 天然シボの庭丸太（岩水豊氏原図）

シポの形態にもいろいろのものがあり，大きな

コプになるものは，落合，芳兵衛，細かいチリメ

ンシポのものは，広河原，三五，くろ’孔雀，相

原1号，2号，ほうじょう，宝作，中間型のもの

は，楳田，雲外，やよい，かすりシポのものは，

落合，切れシポのものは，三五，ひょうたんシポ

のものは，鞍馬，菊が森，竜神などが発表4》され

ている。

これら品種の中でも，曲り木あるいは捻木にな

りやすいもの，太枝の出やすいもの，あるいは表

面に気根状のイポの出やすいものなど，欠点を持

つものもある。

シポの模様には人により時代により好みがあ

り，一概にどのシポがよいという決め手はない

が，丸太床柱としては，チリメンの切れシポで全

体にむらなくシボが現われているものが最高級品

どいわれている。

以上のように，シボ有名品種の特徴はある程度
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スギ交雑F1の生長とシボ出現率
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シポ×シパハラ

シポ自家受精

ジポ自然交雑

シパハラ自然交靴

5．49

5．22

5．70

4．83

に偏心生長をするし，また枝葉の発達は幹の肥大

生長に有利に働くので，枝の太さや着き方が不揃

いのものであるとか，地力や光環境に対して敏感

な品種はシボの環境変異が大きいのではあるまい

か。

造林上の問題点

家受精群が生長が劣る。

翌年の実生11年生に当たる1972年2月，樹皮

上に認められるシポの出現本数率を調べた結果は

上の表のとおりである。シバハラ自然交雑ではシ

ポは全く出ていないが，シボ系交雑では，シポ×

･シバハラで20%,シポ自家受精で64%,シポ自

然交雑で43％のシポが出ている。シポは少数の

主動遺伝子に支配されて遺伝することが明らかに

なった。

なお，シポ品種の自然交雑種子の苗木でシボが

出現することは大分県下の熱心な篤林家によって

も認められており，ここでは実生2年生苗ですで

に凸状の著しいシポが出ているものを400本中3

本発見している。シボの出現が著しく早いものを

育種することが可能といえよう。

環境変異スギは樹齢が古くなれば木肌にシワ

を現わす性質があり，また日当たりが強い環境に

おけばシポが出る可能性がある。北山出シボの優

良品種，広河原，雲外，落合などを作りあげた中

田氏をはじめ北111の罵林家の間では，一般に西向

きや南向き斜面で太陽のよく当たる所，あるいは

石礫の多い谷川沿いや尾根筋など地味不良な所に

良質のシポが出やすいといわれている。

シポの出方が土地条件によって違ってくること

は，樹木の生長特性，すなわち生長の量および質

的形質の発現が遺伝と環境によって決められてい

ることから当然うかがわれるが，同時にそのよう

なシポの環境変異の大きさはやはりシボ品種それ

ぞれの遺伝力に支配されていると考えられよう。

スギの幹の肥大生長は一般に枝張りの大きい側

造林目標天然シポは膳丸太として珍重されて

いるものであり，したがって磨丸太生産を目的と

して造林する場合は,･北山，吉野林業それぞれに

確立されている造林方法でよい。しかし，天然シ

ボの造林本数は年々増加しており，将来の膳丸太

はいずれ天然シポが主体となり，天然シポの稀少

塞証？

。
．
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『温
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写真･2天然シボの表面と杢目



価値は薄らぐ方向s'にある。

そのような将来予測に立つと，今後，膳丸太生

産だけを目標に造‘体するには先行き不安があり，

できれば膳ﾒLk以外のものにも目標を置いておく

必要がある。

天然シポ材の杢口は|ﾘjらかに特徴（写真･2）が

あり，これを柱や板材にして杢日の特徴を生かす

ためにも，大径水生産に照準を定めてよい。天然

シボの杢目は，将来，隠久杉のような銘木が減少

するにつれて珍1liされるときがくると思われる。

これに対応するため，現在までに育成されている

シポ品諏の巾から，杢目の優れた品唖をはっきり

させるとともに，これから企てる天然シポの育繩

には優雅な椛杢や鶉杢をねらう高級版材向きのも

のもかかげる必要があろう。

植栽密度シボ品種の植戦本数は1ha当たり

4,500～5,000本ぐらいが適当3》とされている。し

かし，枝が太くうらごけになりやすい品種は完満

通直材を得るため密植が必要であろうし，将来，

大径木に育てあげ優雅な杢目の板材生産をねらう

場合には，従来の膳丸太生産の場合と異なった植

栽密度と保育形式があろう。

枝打技術りっぱなシポ品稚を造林しても，枝

打跡が傷に残るような膳丸太ではシポの特徴は発

揮されない。北111,吉野地方の膳丸太生産がすぐ

れているのは伝統的経験蝋かな枝打技術にある。

19

たとえば，枝は幹に接して低く切ること，太い枝

を残さぬこと，枝張りを均等に発達させること，

隣接する幹にすれ合う枝を残さぬこと，登り枝を

残さぬこと等は天然シポを作りあげるにふさわし

い。いいかえれば，シポ品種の造林にはこのよう

な商度な枝打技術の習得がぜひ必要である。

むすび

スギの天然シポには各穂シポを発現する遺伝的

'賊があり，これを造林にうまく利用するには，

膳丸太生産だけでなく，優雅な杢目をねらった大

径木ﾉ|朧も考えられる。しかし，いずれの場合も

それぞれの生産目的と立地条件に適したシポ品種

の逃択が大切である。

（おおやまなみを．林業試験場九州支場）
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生物の突然変異は自然状態においても起こる

が，その自然突然変異率はきわめて低いものであ

り，古来，この種の自然突然変異体は熱心な農家

や林業家の手で発見され，増殖されて利用されて

きた。しかしながら，生物に放射線を照射するこ

とによって，この突然変異の頻度を高めることが

可能であることが明らかになってからは農作物お

よび林木の育種に積極的に放射線が用いられるよ

うになった。わが国においても農作物および林氷

の放射線照射によって，突然変異を誘起し，その

利用をはかるとともに，民間を含めた育種・適伝

関係研究機関に広く使用させる目的で昭和35年

に農林省放射線育種場が設立され，ガンマーブィ

ールドが建設されて以来]､6年が経過した。その

間，照射される植物の適応性や材料の生育ステー

ジなどを考慮して，最も適した条件で放射線照射

を行なうことができるように，ガンマーグリーン

ハウス，ガンマールーム，ガンマーファイトトロ

ンなどの照射施設が建設され，ガンマー線外部照

射施設に関してはほぼ完備され，放射線育種の強

化力§はかられてきた。現在までに放射線育種研究

材料として取り扱われてきた主な植物には,水稲，

大麦，小麦，大豆，バレイショ，タバコ，なた

ね，かんしょ，クローバー，キャベツ，ハクサ

イ，トマト，イチゴ，ピーマン，キク，ペチュニ

ア，ムラサキツユクサなどの一年生植物と，柑

橘類，リンゴ，ブドウ，ナシ，かき，もも，う

め，くり，茶，クワ，スギ，アカマツ’クロマ

ツ，カラマツ，ヒノキ，サワラ，クヌギ，ポプ

ラ，カバ，バラ，ツツジ，ピラカンサなどの永年

､ti

生木本植物がある。

放射線育種を行なううえでまず必要なことは，

それぞれの種が放射線に対してどの程度の抵抗性

を持っているかということを調べることで，放射

線育種場開設以来，この植物の放射線感受性と突

然変異の誘発率についての仕事が多くなされ，と

くに初期の研究のほとんどがこの種の仕事であっ

た。その結果，開設後約5年間の資料の蓄積でわ

が脳の主要農作物と林木に対して，ほぼ適正な照

射が行なえる状態になった。放射線感受性は一般

には生物体の細胞の核の容猿と染色体数，つま

り，放射線のあたる標的の大きさによって決ま

り，種によって半致死線量，致死線量が大きく異

なり，また，穂Iﾉﾘの品種間でもその差異が大きい

ことも明らかにされた。また，突然変異誘起効率

1m上のために突然変異誘起源，生育環境などの外

的要因および生育時期，栄養状態などの内的要因

と放射線感受性，突然変異率との関係，植物体の

器官のちがいによる放射線感受性のちがい，およ

び照射線量と線量率のちがいによる誘発効率の差

などの研究が進められ，また得られた突然変異体

の利用に関する研究もなされてきた。

現在までに得られた知見の主なものを挙げる

と,i)突然変異誘発効率に関し，種子照射が有

利な作物型と生体照射が有利な作物型に大別でき

た。ii)突然変異誘起源のちがい，および処理の

方法のちがいによって変異の種類に差が見られ，

定方向変異に有効な誘起源，処理法を推定するこ

とも可能になってきた。iii)自家不和合性，交

雑不和合性の打破，遠縁交雑後代の稔性向上など
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起しえた。このほか,PCP感受性変異や多数の

形態変異個体が得られ，生理遺伝研究機関で利用

されている。米の蛋白質含有率を高めるための変

異体の誘起に成功し，米の収量をさほど低下させ

ずに，含有蛋白質を9～10形まで引き上げること

の可能性を示した。大豆では粒色変異について多

くの変異体を得ている。カンショにおいては塊根

の皮色変異系統が得られると同時に，放射線処理

によって障害が収鼠などの量的形質低下という形

で少なくともM6倣代までも伝達されることが明

らかになった。また，永年生木本作物では，種々

の変異体のキメラ性が問題となり，このキメラの

解消が試みられてきたが，不定芽，潜伏芽の萠芽

をうながす切り戻し法，変異細胞の組織培養法に

よってキメラサイズの拡大に成功した。これらの

変異した組織の拡大技術によってリンゴ，ナシ，

桑，バラなどで半嬢性，葉形，花色，果皮色の変

異体が得られた。また，スギや桑においては突然

変異体の再照射法によって変異率の向上と変異の

種類の拡大にも成功している。

口交雑育種への放射線の利用□

雌性不稔の誘起，遠縁交雑のための種間，属間

の交雑不和合性の打破，半数体の倍化などの研究

が行なわれてきた。雑種強勢はあらゆる生物の共

通する現象であり，市販されている野菜種子の大

部分が一代雑種であることからも利用価値が高い

ことがうかがえる。この雑種種子を安価に，確実

に生産する方法のひとつとして雄性不稔突然変異

の利用があり，他殖性の林木などにおいても自殖

種子の生産をさけるということでは利用できる形

質である。この目的をもって多くの農作物で雄性

不稔変異の誘起を行なったところ，現在までにト

マト，ピーマン，なたね，大麦，小麦などで利用

可能な雄性不稔変異体が得られ，種子生産に貢献

しはじめた。耐病性や耐湿性の形質導入，雑種強

勢利用を目的に遠縁交雑が行なわれてきたが，交

雑が常法で困難な種において放射線を利用しての

不和合性打破が行なわれ，この方法によって得ら

れたトマトの雑種から｜､マトモザイクヴィール

ス，菱ちよう病の複合耐病性系統の作出に成功し

１
１
１

ｳ

Ｉ
；

マツ葉緑素突然変異原品種：白雌マツ，照射：ガンマ一線全
生育期間生体照射，特性：淡緑色針蕊，冬卿黄金色に変化する

に対する放射線の効果が確認され，放射線照射が

交雑育種へ利用されうることが明らかにされた。

その他多数の形態，生理生態，耐購性，成分など

の突然変異体や遠縁間の雑種，雄性不稔系統など

が得られ，一部は育種素材として，また遺伝育種

研究材料として関係機関に配布されてきた。

これらの成果のなかから育種素材または脊種技

術として有効であると考えられる主なものについ

て述べ，また将来の研究の方向について述べる。

放射線育種場における研究の成果

口有用突然変異の誘起と利用□

一年生作物では形態，生理生態，耐病性，成分

などの広範な形質についての検討がなされ，イネ

では安定多収性を得る目的で草型の改良，早生

化，耐病性突然変異の誘起が試みられた。これら

の形質に関する人為突然変異率は比較的に高く，

早生化においては1週間程度出穂をはやめても収

量が低下しない変異系統が育成された。短桿化で

は下位節間のみが短縮して倒伏しにくくなる変異

体が得られた。耐病性では稲熱病についての検討

がなされ2変異率は低かったが耐病性変異体を誘
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スギワックスレス媛性突然変異原品諏：クマスギ，照射
一線全生育期間生体照射，特性:葉面ワックス被覆の減少，

た。林木でも近年，ヒノキ属種間交雑不和合性打

破を目的にヒノキ×サワラの交雑に放射線の利用

を試みた。放射線緩照射されたサワラの雄花から

の花粉をヒノキに交配し，常法で得られる雑種個

体の頻度より高率で雑種を得ることに成功してい

る。しかも得られた維種は表現型で容易に識別で

きる花粉親型（サワラ型）のものと母:樹型（ヒノ

キ型）のものが存在し，体細胞染色体の観察によ

って，これら両型の雑種とも異質三倍体であるこ

とが確認された。ヒノキを母樹にして得られた雑

種でヒノキ型のものは非常に低い頻度ではあった

が，それらの雑種個体はヒノキのゲノムを2ゲノ

ム保有し，サワラのゲノムを1保有していた。ま

た，サワラ型の雑種はヒノキのゲノムを1とサワ

ラのゲノムを2保有することも明らかにされた。

放射線育種場における研究と突然変異育種の展望

口放射線による有用遺伝子の作出□

イネでは機械化適性の改良に貢献する遺伝子，

例えば，耐倒伏性遺伝子や収穫作業時の粉塵を少

なくするための無毛逝伝子，また大颪における高

蛋白質系統育祁，野菜類では，施設幽芸に適応し

うる形態・生理・生態的特性を支配する有用遺伝

子の作出に重点がおかれている。カンショにおい

ガンマ

倭性

ては，シュークロース含鐙，ポリフェノ

ール含量，バレイショでは還元糖量，クロ

ロゲン酸含量などの成分に関する変異につ

いての研究が行なわれつつある。永年生木

本植物においては突然変異誘発効果の要因

の解析として，ガンマーフィールドにおけ

る全生育期間累年照射，突然変異体の再照

射，累職照射などによる突然変異の出現の

様相を明らかにするとともに,染色体異常，

芽条変異と遺伝的背景との関係などにつ

いての研究が計画されている。また，放射

線による強い照射処理は花卉の稔性低下，

果実の異常発育，収瞳の低下などを招くた

め，これらの障害の原因と機作，またその

排除の方法などについても明らかにされて

いくであろう。木本作物の有用突然変異体

と利用に関しては，果樹，林木，桑などのの選抜と利用に関しては，果樹，林木，桑などの

形態的，生理的変異のほかに，成分的なものに支

配される形質，たとえば果樹の含糖量，果実の組

織，桑の葉内のアミノ酸パターンの変異に関する

研究が進められつつある。

突然変異体の直接的作出ではないが，カンキツ

の雑種胚，珠心胚，栄養体におけるキメラの解消

の研究，雑種胚種子からのWi水独得法の研究,1

個の始源細胞からの変異体利〃jによるキメラの完

全な解消としての組織培養利ﾊjなど変異体を効率

よく獲得するための技術に関する研究も計画され

ている。林木においては，スギの赤枯病抵抗性変

異の誘起，およびスギの発根性に関する突然変異

の研究が行なわれており，現在人工林から選抜さ

れて育成されているスギ，ヒノキの精英樹がかか

えている問題を放射線育種によって打開できるか

どうかの検討がなされている。

□放射線による生殖様式の制御□

すでに研究に着手したものを含め，自家不和合

性の打破，交雑不和合性の打破によって得られた

雑種の稔性の向上，無性生殖様式の有性化，染色

体異常の育種利用，性転換などの広範な分野で放

射線利用の有効性が知られている。この種の研究

を組織的に進めてゆくことは効率の高い育種法を



開発してゆくうえで重要なことである。一ｲ|遮|濃

作物の生殖様式の制御ではトマトの種間交雑に続

いてアブラナ科の交雑不和合群間の交雑不和合性

の打破が行なわれる予定である。白ラン（ハクサ

イ×キャベツ）のように雑種が得られてもその稔

性が非常に低く，採種が困難なものが多く，この

交雑極の種子稔性向上に放射線の利用を行なうこ

とも考えられている。優良遺伝子のとりこみにさ

いして，その優良形質の遺伝子と不良遺伝子との

連鎖関係が存在する場合，この連鎖関係を放射線

照射によって破り，遺伝子の組換えを起こさせ優

良形質のとりこみを行なうための基礎的研究とし

て，マーカー遺伝子を用いてこの遺伝子組換えの

研究を進めることも考えられている。牧草におい

ては，母植物の体細胞から胚が形成され，有性生

殖を行なわないため，優良遺,伝子の蓄砿が困難な

ものがあり，放射線照射が無性生殖打破に有効で

あると考えられている。この無性生殖打破，ま

た，性転換に関する研究も将来は着手してゆくこ

とが予定されている。林氷では放射線を利用した

雑種育成の効率向上とともに，雑種形成の早期確

認のための細胞学的観察，同位酵素あるいは蛋Ll

の電気泳動による判別,I､レーサー利用による手

法を開発してゆく計画である。

雑種形成の効率向上では放射線の種々の処理方

法ばかりではなく，ガンマ一線照射などによって

死滅した花粉を利用してのメントール花粉法，人

為倍数体，植物生長調整物質なども利用して交雑

不和合性の打破に関する研究が進められるであろ

う。また，すでに得られたヒノキ×サワラの雑種

の交雑，自殖種子稔性のIm_上と優良形質のとりこ

みに関する研究も計面され，三倍体雑種ではな

く，二倍体雑種の盤得についても強力におし進め

られる予定である。

以上述べたこれらの研究を強力に進めてゆくに

必要な手法の研究として，現在すでに着手されて

いる研究で，これから発展的に行なわれるものに

中性子照射があり，すでにムギやクワにおいては

ガンマ一線照射と中性子照射による突然変異の誘

起効率の検討が行なわれている。ベータ一線の内
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部照射E1,EMS,NMUなどの突然変異を誘

起する化学物質と放射線照射の併用処理，また細

胞分裂における染色体複製過程の特定のステージ

の照射により突然変異率が高くなることもすでに

見い出されており，これが変異の種類の制御と関

係していることが推定されており，将来この点に

ついての研究も強力に進められるであろう。

育種とは直按的に関係はないが近年環境放射線

についての論議が盛んになり，この問題をなおざ

りにすることはできない。わが国で唯一の野外放

射線照射施設を保有している放射線育種場として

は，低放射線照射でも変異を誘起するムラサキツ

ユクサなどの高等植物を材料にして，低線量が生

物におよぼす影響に関する研究もすでに着手さ

れ，今後とも続けられる予定である。

生物の種を人類にとって有利なものに改良する

試みの歴史は古い。このような種の改良が育種で

あり，種の改良の手段にはいろんな方法がとられ

てきた。放射線を利用した突然変異体誘起もそれ

らの方法の!|､'の一手段である。林木のように植物

の生育の総合的産物である木材生産のような量的

形質に関して，放射線照射の直接的効果を期待す

ることは将来とも困難であろう。

しかしながら，林木が植物であり育種の対象に

なるものである限り，他の農作物と同様の問題が

存在し，それを解決する必要も生じてくるはずで

ある。たとえば，耐病虫性，耐湿性，耐乾性，交

雑不和合性，自家不和合性などの問題がそうであ

る。林木ではそれらの抵抗性また耐性形質や和合

性形質を保有する個体，または集団を育成するた

めに，自然集団または造林された巨大な集団の中

から選抜し利用してきたが，放射線や突然変異誘

起物質などの利用によって，積極的にこれら望ま

れる優良形質の作出を行なうことも必要である。

また，林木の育種の目的も木材生産のみに限るこ

となく，人類の生活環境として重要な緑の育成の

ため育種をも含めた林業を発展させるための一手

段として，今後とも林木の突然変異に関する仕事

は進められなければならない。

（まえたたけひこ・農業技術研究所放射線育種場）
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Ⅲ名明〃
関東国立大学農林水産系二

博士課程連合大学院について

…

連合大学院設立の動きはようやく軌道にのり，

関東地区については昭和50年度以降文部省から，

52年予算では大蔵省の調査費が出され，事務定

員も’名つく予定である。また，ジャーナリズ

ムにも取り上げられてきた。林学関系はl愛学部と

ともに，大学紛争の影響を強くうけていて，教育

問題に関心をもたれてはいるが，さらにご理解を

得たいと思って解説の筆をとることとした。

私は大学教育におけるインブリーディングに対

する批判と大学，研究所の較差是正を主張して，

姿なき大学院を提案していた。これは大学紛争を

背景に，新聞投書なども行なって一部のかたがた

の賛同を得た。時あたかも中教審路線に対する批

判，続いて筑波大学設立に対する論議も華やかな

折であった。提案内容は昭和46年4月の林学大

会において参加者に配布したので，ご記憶のかた

も多いと思われる。

これは東京農工大学で諸星学部長の求めによ

り，大学改革に対する川村教授，堀岡教授との意

見調整が行なわれたものを基底としているが，そ

の主旨はブロック大学院構想であって，

1）大学（修士課程以下）は現状のままで，各

大学の自主的改革に俟つ。

2）大学院博士課程をもつ大学は現状のまま

で，各大学の自由的改革に俟つ･

3）1)の大学の上部ではなく，側面にブロック

大学院をおき，有資格講座ｶﾇこれに参加する。

というものであった。

その後，大学設髄審議会で専l''j委員であった川

村教授は新制大学の有志の協議をすすめておられ

たが，その呼びかけで宇都宮大学に同大学農学部

の安保，大崎教授，千葉大園芸学部の長沢教授，

東京腱工大学から，‘荊曜，川村両教授，私などが

集まって，関東ブロック大学院職想を打ちあげた

のもその年であったかと思う。

さらに，諸星学部長に加えて川村教授も学術会

議議員となり，世論を高めるとともに，諸星教授

は紛争'1＃代以来の舷古参となった現在まで，毎回

の腱学部長会議をとおして賛成を得る努力をすす

め，学長会議にも何度か主旨を説明した。その

間，私も大学設腫審議会の専門委員になり，皆で

協力して大学内，大学教員懇談会，さらに，文部

省関係その他各方面の理解を得ることに努力し

た。

その結果，関東周辺地区国立大学連合大学院，

腱林水産系博士課程設置準備委員会が，昭和49

年5月に発足し，昭和50年度，51年度に文部省

から調査費を受け，52年度に大蔵省から上述の

ように調査費および定員1名が認められる見込み

になり，にわかに現実性を帯びてきたのである。

この問題は，一部の新制大学のみならず，日本

の高等教育の根聯にかかわってくる。筑波大学が

設立途上であったにもかかわらず，教育大学農学

部が山中学部長を派遣され，しばらくわれわれと

ともに，研究をすすめられたのもこのためであろ

う。

茨城大学(農),宇都宮大学(腱),千葉大学(園)，

東京農工大学(腱)，東京水産大学(水)，新潟大学



(農)，信州大学(識)，岐阜大学(股)，京都工芸繊

維大学(繊)，によって検討がすすめられ，最近，

静岡大学（農)，信州大学(膿)，に三重大学(農)，

（水産）も加わって，11大学13学部がこれに参

加することとなった。

多くの大学で合意して，構想をまとめる間に，

内容的に変化があるのは当然で，私個人としては

不満な点がないでもない。しかし，当初参画され

ていた元林学会長の大崎教授にもさとされて，大

同について推進しようと考えている。

連合大学院は博士課程後期3年を各参加大学の

もつ修士課程のあとに続けるもので，現在は国立

大学のみを対象としているが，将来は公私立大学

も加え，また国公立研究所も研究員が大学に参加

できるようにしたいと考えられている。これらの

磯関は参加を表明して同意を得て参加大学にな

る。連合大学院は独立大学院であるので，独自の

学長および2名の副学長と事務局をもつ。参加大

学の教授，助教授，助手を問わず，15年以上の

研究歴をもつ教員は自由意志で参加を希望すれ

ば，資格審査を経て，併任の教授になることが特

徴である。ただし，本人の意志，研究室の設備体

制，参加大学の定年との関連，その他の事惰によ

り博士課程の学生の研究指導をしないものは，講

義のみを行なう授業担当教授となることができ

る｡研究指導教授はもちろん講義も行なう。この両

者の資格は同一であり，参加大学での教授，助教

授，助手についても連合大学院では同じ教授で，

学位審査権その他に差はない。

大学院の各教授は1単位ずつの諦義を開講する

義務があり，学生は最低10単位の講義を聞くこ・

とを要し，なるべく多くの教授から関連講義を受

けるように指導される。大学院本部は学生の希望

を盤理し，集中講義の年間スケジュールを組み，

参加大学院生をいくつかのグループにまとめて，

教授の出張も含めた講義を計画する。したがっ

て，同一の教授が同じ講義を複数箇所で行なうこ

ともありうる。そのために，各地方にセミナーハ

ウスをつくる。このことは学生同士にとっても，
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切礎琢磨の機会が与えられることになる。また各

研究指導教授の下に入った学生は，その参加大学

の学則に従うこととなる。

大学院に入学しようとするものは，あらかじ

め，研究分野を肌示した各教授の一覧表を見て，

自らの研究指向にあった指導教授を選んで受験す

る。学生と教授の面接も含めて，志望が適当か否

かが検討され，場合によっては志望教授の変更が

指導され，あるいは各教授は1名の学生しか入学

させないので，過員として除外される。現段階で

大学院教授は400名あまりになると考えられる

が，学生入学定員は100名とする。したがって志

望教授が定まったとしても語学その他の選抜試験

を受けて過貝として入学できないものもでる可能

性はある。

大学院は専門別に研究単位に分けられる。教授

はそのいずれか1つに属することとする。単位は

教授の参加が流動的であるので，教員数は一定し

ないが8名以上集まってはじめて成立するものと

する。各分野の離合集散の話し合いは不定期に行

なわれるはずである。これらの研究単位をまとめ

て管理運営のために系をおく。これは参加教授の

数によって変わるはずであるが，現在は8系とし

ている。私は林学の立場からばかりでなく，応用

学として系の不要，同一教員の複数単位への参加

がのぞましいと考えてきたが，今のところ研究単

位は1つしか入ることができない。系については

単に管理迩営のためのものとして了解できるよう

になった。現在，得られている合意では表（次ペ

ージ）のような形になる。

教授数は研究単位で12～二0人，系は40～80人

が適正規摸であろうと考えている。人数の増減に

よってこれらの変更がありうる。

細分されて林学の実態がなくなることが心配さ

れたI1＃期もあったが，一応納得できる形となっ

た。

以上が呪在の総想であるが，正式発足までの

l～2年の間に手なおしがあるかもしれない。多

くの大学の教員の自由な発言，行動のなかで，数

百名の参加希望者を得て一応の形のできたことは
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系列

生物1系

生物2系

生物3系

生物4系

利用1系

利用2系

工学系

社会系

連合大学院の系列と研究単位

研究

土壌・肥料

作物

園芸

森林・緑地

昆虫・無脊椎動物

植物保謹

環境科学

畜産

獣医

水嬢雄産

漁葉生産

海洋環境

単位

生物化学・有機化学

微生物・酵紫

栄養・飼料

植物性資源・天然高分子

動物性資源・天然高分子

食品

農林水産土木

農林水産機械

農林水産経済

農林水産社会

特筆したいことである。

大学教授の研究は必ずしも学科・講座名によら

ないので，一概にはいえないが，林学，林産学の

多くの人は生物系の森林・緑地，利用系の植物資

源・天然高分子および工学系，社会系に属するこ

ととなろう。他学科とちがい林学科の各教員の研

究教育は基礎学分野を異にするので，どうしても

系を異にして分割されることとなる。これが妥当

であるか否か林学関係者の今後の検討を経て変更

することも可能である。いずれにしても，将来，

林学関係教授の参加をふやすことが，より理想に

近づく方途であることを強調したい。

さらに，本大学院の特徴は教授が8年間の任期

制であることである。8年たつと再任の審査が行

なわれる。このことは細分化した特定の研究単位

の教員として，最近の研究が適当であるかどうか

がみられるのである。もし再任されなくても，こ

れによって各参加大学内での資格に影響があるは

ずがない。またこれは日本の大学教授のあり方の

批判に対する一つの解答ともなると港える。

今後，発足までに曲折はあろうが，主旨は上記

のとおりである。この連合大学院構想に対して批

判がないわけではない。一つは教員の資質および

研究環境の問題，他はオーバードクターの問題で

ある。旧制大学についてその歴史的功紙と，現実

の存在価値とを否定するものではないが，仮に既

設の大学院大学の教授が広範な分野を理解しうる

人ばかりであるにしても，現代の分化したあるい

は学際的な領域をカバーしきれないであろうこと

を考えてほしい。旧制大学にない特定の分野を研

究したいものにとって，論文を提出するにしても

指導をうけるにしても，困難なことがしばしばで

ある。もし，数大学の教授がすべて分野が異なる

にしても，養成されるドクターは片寄った分野に

なりやすい。このことがオーバードクターの原因

になっていることは多く指摘されるとおりであ

る。学問分野が細分化し，技術も多岐にわたると

き，研究教育についてもその分化と総合が必要

で，多くの学者の参加が望まれてくる。できるだ

け多くの大学，多くの試験場も含めて，多様な講

義と多くの人の指導によって，かたよらない自由

な考えをもつ研究者が誕生するものと増える。

学位審査についても全く同様で,11N和32年度か

ら47年度までの新しい農学博士4,000名のうち，

2,500名がいわゆる論文博士である。連合大学院

は多様な研究を処理できるものとして重要な存在

になるものと考える。

教員の資質については，連合大学i院こそ教員を

遠慮なく資騰審査できるはずである。旧制大学を

含め，わが国の大学の制度は転勤，人事交流の少

ない徒弟制度のなかにあって，ともすれば，次

善，縁故の選択がなされがちである。述合大学院

は，一定基準のもとの任期制の資格審査で，併任

される教授からなる。教授の雇用関係は参加大学

にあるので，生活IIM題とはかかわりなく，最善の

人事ができるはずである。

教員定員に制限がなく，学生定員に制限がある



ので，よい学生を選ぶことができ，学生は大学名

にこだわらず，あらかじ脇，公表された名簿から

自らを託するに足る優れた教授を選ぶことができ

る。教授は講義を行憩う場合,手当をうけ,研究指

導をするときに，その予算がつくのである。施設

については多年の予算配分も原因して，大学院博

士課懸のない大学は見劣りする場合が多い。しか

しながら，旧制博士大学院にしても，大学設置審

議会の立場からして，新設の場合すべて整ってい

るとはいいがたい。充実の可能性と既設設備の利

用への期待があるということである。学生は研究

する参加大学の図書，設備を利用することが前提

であるので，各参加大学の充実を図ることができ

る。侭I雷:館の整備や，データー通信網の完備に伴

い共同利用も便利になるので，連合のメリットは

ますます拡大するはずである。

大学院制度は中教審や，大学設樋審議会で論議

され，多様なものができることになった。連合大

学院椎想もその一つになりうる。新しい考え方に

は修士，博士を1本にしながら，博士課程に入り

得なかったものを修士として出すとか，後期3年

の識蕊恥位を不要とするとか，修業年限を短くす

るとか，論文の発表形式を簡楽化するなどのこ

とや，多人数の卒業生を出す学内独立大学院をつ

くるなど，われわれとは異なった方向のものもみ

られる。これらのいずれがよいかは今後の競合の

なかで明らかになっていくものと思われる。農・

水産。工学部のような応用学部門で，とくに，連

合大学院論議がさかんになってきていることは，

応用学のありかたとしてこの方式が市民権を得や

すいものといえるかもしれない。

一方，北海道大学の環塊科学のように，理，

医，農，工，社会の広範な分野の連繋のもとに学

術博士として，広い見識をもった科学者を養成し

ようとする試みもでてきた。これについては私は

異なった行きかたとして向く評‘価している。関東

および後述の西日本の農学部のなかでただ一つわ

れわれの椛想に入らない神戸大学はこれに準じた

動きがあるものと灰間している。多様化のなかで

様々の理想像がでてきたことは大学のあり方とし
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てよいことである。設備較差の問題は参加各大学

が，独自の多様な予算要求を行なって解決してい

くこととなろう。|恥Z大学は一期校，二期校とい

う誤解を生む問題をかかえていたが，これも大学

llf論が闇大協をして1本案を出させるようになっ

た。大学では較差是正の曙光がみえてきた。あと

は多様化のなかでの各大学および個々人の努力で

ある。その努力が報いられるとき，はじめてわが

'』の教育研究の自由と発展が約束されるのであ

る。

今後の問題としては，現在すでに中国，四国，

九州地域で同じ構想で進行中の連合大学院があ

り，文部省の調査費も出される見通しである。関

東と協力関係にあるので，広域の大学の問題とし

ての検討もすすめられねばならない。さらに，将

来は旧制大学，公私立大学の教員も迎え入れるよ

うにすること，一部の外国の例にもあるように，

一定基準をもつ国，公私立の研究所員の教授とし

ての参加も得られるようにすることなどが考えら

れる。これらは現在すすめている私たちの問題で

あるとともに，日本の学問，技術の将来にかかわ

る事柄でもある。単位互換，大学連合などは日本

ばかりの問題ではなく，欧米でもすすめられてい

る。いわば世界の椣索段階である。

IUSF(ユーセフ）林業技術者協会国際連合

では，一昨年フィンランドの大会で，林業技術者

の生涯教育の重要性について討論を行なった。私

はこの大会で日本の現状を紹介したが，この問題

とも関連して検討されねばならない。

林学会では教育問題について理事会で研究をは

じめている。文部省では腿学教育のあり方につい

て近く答申が出されようとしていて，委員の堀岡

教授からは林学部案が出されている。林業自体も

木材の自給体制，シイタケなどの大量生産，森林

の多目的利用などがみられ，好むと好まざるにか

かわらず，研究教育の対応は曲り角にきている。

林業技術者の教育に対する強い関心を望んでやま

ない。

（かわなあきら・東京農工大学農学部教授）
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う用途もないではないし，柱材は内地がス

ギ・ヒノキ，北海道がエゾ・トド，というよ

うにある程度の置き換えもある。しかし，ス

ギの風呂桶もないし，ナラの柱材もない。木

材でも使い分けはかなりはっきりした形でな

されているのである。

だが残念なことには，木材専門の統計で

も，少数の主だった樹種以外は特に区分され

ることもなく，まあ‘《その他”である。この

"その他"の中にこそ金属でいえば茶銀，
ニッケルなどのようにすばらしい性質を持

ち，他のものでは置き換えられない樹種がま

じっているかもしれないのに。

北海通のある営林署に行ったとき，エゾマ

ツやトドマツの出材の中に，イチイの材がま

じり，処分しにくくて困るが，あれはやっぱ

り雑だ，という話をきいた。あの生長が遅

く，長い年月を経てやっと成木になるイチイ

の材が，あの一刀彫の素材として，高山あた

りでは貧璽材扱いで高価に取引されているイ

チイの林が，おなじ日本のなかで邪斑物扱い

されているとはどうしても信じ雌かつた。販

売法に問題があるとは思いたくないが，これ

木で作られるものの数は無限といってい

い。小は爪ようじから，大は土木用材にいた

るまで，実に多くの種類があるはずだが，よ

うじにはクロモジが，地杭にはカラマツが，

というように，それぞれの用途にはもっとも

適した樹種があることはいうまでもない。い

わゆる適材適所というやつだ。

だが，世の中がせわしくなるにつれて，適

材適所は次第にあやしくなり，木でさえあれ

ば，という人がふえてしまったようだ。それ
かね

どころではない。木でも金でも安いほうがい

い，ということにも相成る。嘆かわしいのは

経済優先社会である。

木材需給の数字などを見ても，供給○○立

方メートルなどとなっていて，樹煎が何であ

ろうとお柵いなしである。鉄もアルミも一紺

くたにして，金属生藍量△△トンなどという

数字にあまりお目にかかったことがないの

は，それぞれの金属が，独立してその特性を

認められているからであろう。使い方からい

っても，鉄で電線は作らないし鋼でサッシも

作らない。前者は電導性という物理的な性能

の間魎からであり，後者は価絡という経済上

暮
ら
し
と
木
材

木
一
一

I

声
」

もぃその他”扱いの一つの結果であるのかも

しれない。

特用材の例は他にいくらでもある。鉛筆に

はエンピツビ.1,クシンが，バットにはコバノ

トネリコが，ろ．かいにはイチイガシが最適

とされているし，銃床はオニグルミに限ると

いうので，戦前戦中は林という林の中のオニ

グルミはすべてマークされ，背番号がつけら

れていたほどである。それが今ではすべてそ

の他でありザツであるのはいささか割り切れ

ないような気がする。

樹諏についてさえこのていたらくなのだか

ら，材質などについてはおして知るべしであ

る。さすがに建築材のスギやヒノキでは節や

曲がりがやかましくはあるが，目幅や目切れ

まではとても気をまわしてはもらえない。か

つて，増産だけが至上目標であったころ，生

長さえよければどんな木材でもよいと，やみ

の問題によるのかもしれないが，とにかく両

者が明確に使い分けられていることはいうま

でもない。もっとも，サッシには鉄製もアル

ミニウム製もあるように，性能が許す価囲内

では金属でも，それぞれの材料の慨き換えも

行なわれていることは確かである。

木材の場合では，木でさえあればよいとい

ろ

、
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くもにいわゆる早生樹種を植えたり，枝打ち

を全廃したりしたことがあった。木でさえあ

れば立方メー1､ルが稼げる，というのは水増

しや上げ脱のたぐいで，はなはだ精神状態が

よろしくない。水気でそう考えた人が多いと

すれば，それは水の使われ方に目を鞭い，材

質の側きに口をつぐんで，増産や省力ばかり

をいいたてた指導者の責任であろう。

このごろ，材質のよい水を作れという声が

大きいのはうれしいことである。いわゆる優

良材生産だが，優良材の条件は何なのだろ

う。太くて丸くてまっすぐ，ということなの

だろうか。目幅が狭くて細りがない，という

ことなのだろうか。必ずしもそうではあるま

い。Mllいほうが商く売れ，丸くないほうがよ

い板がとれ，曲がっているほうが稀少価値を

呼ぶことだってある。場合によっては，目幅

が広くても細りが強くてもかえって高価なこ

ともある。要は歩止りが高く，それから作っ

た製品の品質がよければそれがすなわち優良

材なのである。

私は何も，材質の考え方にケチをつけよう

というのではない。優良材生産はおおいに推

奨さるべきだが，あまり画一的に定義づけも

できないのではないかと思っているだけであ

る。木にもいろいろある。スギにもいろいろ

ある。優良材にもいろいろある。この複雑な

木材を使うのに，金属でも見られないような

「木でさえあれば」式の使い方はしてほしく

ないものだ。
しん

木には心がある。木に心があるのはあたり

まえだ，などと茶化してはいけない。洋の東

西を問わず，年老いた樹木は精霊が宿るもの

として畏敬されてきた。人の一生よりもはる

かに長い年月を生きぬいてきた樹木の，恩う

さま根をはり，天を覆って枝葉を茂らせた姿

の前にたたずんだとき，か弱い人間はそれを

神とあがめてきたのは当然だろう。それはそ

れとして，生物から一個の物体になってしま

った木材そのものにもなお“こころ”がある

とした例は少なくはない。昔から「たくみ」

と呼ばれたのは，この

木の､《ところ"をよく知

り，それを生かして使

うことのできる工匠た

ちを指したのであっ

た。左甚五郎も，のっ

そり十兵術も，その1

人にすぎない。

1本の丸太が，どう

水取るかによって生き

もし，死にもする。一

見何の変哲もない根株

から，目をみはるよう

な杢板がうまれたり，

索性のよさそうな丸太

から，曲がりや反りの

強い正割がとれたりす

るのは，製材のときに

ごくふつうにおこるこ

とで，経営上のポイン
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箱根神社とで，経営上のポイントでもあるが，彫刻師

が何カ月も山に分け入って，作品のイメージ

を表現できる材をさがす段になると，これは

もうそろばんどころの話ではない。それもこ

れも，木のことろをどう生かすかにかかって

いるのだ。

木工品を作る時でも,木取りはものをいう。

木表と木裏をとり連えただけでも，その製品

は死んでしまう。だが，このごろではそれさ

えよくわからずに水を扱う人がふえてきたよ

うだ。寂しいことである。そもそも世の中が

悪い。木にこころがあるなどとは思ってもく

れないのだから。木は黙って|災くしかない。

寒さをこらえて，着てはもらえぬセーター

を編む女どころの歌は，天下の男どころをつ

よくゆさぶったようだ。幾年月かけてはぐく

み太らせてきた年輪の重なりは，そのまま木

のこころでもある。天が下のたくみ未成年た

ちのこころをしっかりととらえ，ゆさぶって

目を覚まさせるのは誰の役目だろうか。い

や，これは木材屋の未練にすぎないかもしれ

ないが。
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日本の産業人口構成（日本国勢地図帳の一ページ）

国土の地形と土地利用

わが国土の地形別の面積，人口密度，土地

利用などを比較するとおおむね次のようにな

る。

山地(狭蕊)は国土の53％を占めるが，一

般に地形急峻で，谷筋の耕地を除いては大部

分が森林に覆われている。山地の森林は木材

資源としての価値のほか，山麓部，平地部の

治水のため重要な役割を果たしている。山地

の人口密度は50～60人/km2である。

火山地はI国土の7影を占める。山地に比べ

て地形はややなだらかで，火口湖，洞泉など

をもつ景勝地もあるが，土質，水利に忠まれ

ず粗放な森林や原野が多い。したがって人1コ

密度も30人/kmg内外でもっとも低い。

山麓・火山麓は国土面積の4％で,森林,原

野などを切り開いた牧場，果樹園，耕地など

があり100人/km2内外の人口密度をもつ。

丘陵地は国土の11％を占め，古くは薪炭

林の供給地として，また緩斜面は耕地，果樹

園，牧場として利用されてきた。近年は都市

国土の総点検と

新しい国土計画(班）
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近郊を中心に，住宅地，自然公剛，ゴルフ場

などとしての利用も多く，人口密度も200人/

kmzぐらいになっている。

台地は圃土の12％を占める。台地は"|地

（関東以北では畑が主であるが関西以西では

水田も多い）として利用され，また部i|jやI:

場も多い。しかし北関東以北の台地は平地林

を残している所も目立つ。台地の人口密度は

500人/km2ぐらいである。

低地は111上の13%を占める。大部分は水

nlとして利川されているが，また大都市の大

部分がこの低地に繁巾し，人口密度は1,100

人/km9を越える。低地に人nや瀧業の躯III

するのは，地形が平坦で土質が肥沃な沖砿土

であり，水利に恵まれ，かつ海陸の交通の便

がよいためである。しかしわが国の低地は，

大部分が歴史'1*代の洪水のくりかえしによっ

て形成された新しい土地なので，今日でも洪

水,商潮,地撚沈ド,地震の被害をうけやすい。

国土の都市化とそのﾅﾆめの所要面積

国土庁がこの1月に発表した「21世紀の人

と国土｣によると，わが洞の人口は21世紀半

ばに約1億5千万人に逮して静止期を迎え，

また21世紀頭初には人口の90影までが都市

地域に居住することになろうといっている。

国土の都市化，人口の都市集中は近代社会

にとって必然の方向であろうが，1億5千万

人の人口の90％，すなわち1億3千万人余り

が祁市に住むとして，はたしてどれだけの面

砿が必要であろうか。わが国の都市計画で

は，大都Tl凋辺の雌宅都市の人口密度を100

人/ha(10,000人/km2)と考えているが，こ

れを埜準とすれば1億3千万人では13,000

km2の而駿が必要である。簸者は東京西郊の

倒立市に住んでいるが，国立市の人口密度は

90人/ha(9,000人/km2)でほぼこれに近

い。広大な一ツ橘大学のキャンパスを中心と

する学園都市で，団地や澗速道路もあるが大

部分は一戸建ての住宅街で，小公園や梨畑な

ども点在する。また1人平均50m2(1世帯

‘1人として200m2,約60坪）の宅地を必要

と仮定すると，1億3千万人では6,500km9
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の宅地が必要である。

6,500kmg(約栃木県の面職）の宅地，

13,000km2(約新潟県の面積)の都市用地は，

それぞれ国土而職の1．8％，3．5％に相当す

る。また国土の平地面積（台地，低地の而

職）の6.9％，13.8％に相当する。決して小

さい比率ではないが，一概に過密にすぎると

もいえぬ比率である。上記の都市用地13,000

km2の中には,交通用地，工場用地等も含ん

でいるが，かりに祁市以外のこれらのﾊ1地と

して7,000km2必要とするとしても，合計

20,000kmgで国土面積の5.3%,平地面積

の21％ぐらいである。決して膿業用地，自

然保全用地などの碓保ができないという数字

ではないであろう。

将来の国土利用計画の方向

将来の国土計画を考える場合，筆者が第一

に提言したいことは，台地，丘陵地の積極的

な利用である。台地の人口密度は500人/km2

ぐらいであるが，低地のそれの2分の1以下

である。また丘陵地（人口密度180～200人）

もその地形的特徴を生かしながら開発できる

余地が多い。これらの数字は全国平均である

が，全国の台地，丘陵地面稜の半ば以｣を占

める北関東以北のそれらは，全国平均をはる

かに下回る人にI密度であろう。台地，丘陵地

は，将来の開発，とくに都市開発には，災害

に対する安全性，地轆条件などからみて，低

地よりはるかにすぐれた条件をもっている。

この葱味からいえば,すでに1,100人/km2を

越える人口密度をもち，高い災害危険度をも

つ低地帯では，むしろ都市化を抑制し，農業

等の土地利用を優先させるべきであろう。

第二に提案したいことは，上記の間魍も含

めて，開発に際しては，地形的，地域l'|9な諸

条件をよく見定めて，自然条件への適応を第

一義とする国土計画を樹立してほしいことで

ある。自然の均衡(BalanceofNature)と

いう言葉があるが，私たちが開発をすすめる

ということは，何等かの意味でこの自然の均

衡を破る行為であることを忘れてはならな

い。均衡を破られた自然は，新たな均衡を求

矢皀然との鍵涛
聡?…宴ﾏ観

建設省国土地理院

参事官

たかさきまさよし

高崎正義

めて動き続ける。ダムを建設して下流部への

土砂の供給を絶てば河口付近で海岸侵食がお

き，不用な地下水の汲み_kげが地雛沈下をひ

きおこすなど，その例は枚挙にいとまがな

い。開発に当たっては，当初に十分なアセス

メントが必要なことはもちろんであるが，同

時にまた開発後5年,10年にわたる監視と対

策も重要であろう。

戦後の国土|)'1発は，急速な経済成長を支え

るため，乱|淵発のそしりをまぬがれぬ感があ

り，また東京以西の太平洋沿岸に集中しすぎ

た点があろう。しかし今日の日本の経済力，

技術力は，太平洋沿岸地域に集中しすぎた産

業や人口を北海道，東北あるいは南九州など

に分散，定着させる実力を十分蓄えたと考え

てよいであろう。n本は決して広い国土では

ないが，1億5千万人の豊かな生活を支えて

ゆくに足る土地と水と太陽をもつ剛である。

新しい国土計画の樹立にあたっては，拙速で

あってはならず，必要な調査を十分すすめ，

慎重かつ果断であることを希望する。＜完＞
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園フィリピンあれこれ圏といえるが，いまだに毎年4月9日をパターン．デー

フィリピンは約500年にわたるスペインとアメリカに(BataanDay)と称して休口としており，レイテ烏では

よる統治で，それぞれの国の政策に強く影秘され，文「Ishallreturn」のマッカーサーI雛作戦日を祝って

化，宗教，国民性等多くの面において，東南アジアでも磯大な両現行索が行なわれていることなどに配臘すべき

|嬢立った存在といえよう。フィリピン人特有の陽気さとであろう。

hoSpitality(款待心）は，我々 外国人のフィリピンに対園林業の現状園

する印象を好ましいものとしている。 フィリピンの森林は，スペイン統治時代からの伐採と

フィリピンで股も美しい都市はセプといわれる。ここ過度の焼畑と失火による林地の荒脆により，その内容が

はスペイン人が殿初に町造り 著しく低下し，現在閥土而職

遣い園の約2割に近い500刀h融のをしたところで，その町並み

フィリピンで雌も菱しい都市I

はスペイン人が殿初に町造り

をしたところで，その町並み

はスペイン本側を想わせ，そI 篭い園 無立,k地が全上に分布してお
り，水灘猟の碓保と洪水防止

が野面の大きな社会的認題と

なっている。そしてさらに

は，現状の水準で伐採が継続

されるならば，今後20年以

内に有ﾊj森林資源が枯渇して

しまうと有識者の間で懸念さ

れ始めている。

貿易而において木材I愉出

は，ココナッツ，砂繍・銅と

ともに4大品目の1つとし

て，これまで国家財政に大き

く寄与してきた。しかしその

収入の大半が，民生・朋発・

治安等の各事業に向けられ，

森林に還元されてきた額は決

して大きいとはいえない。た

とえばこの20年間の造林面

積はわずか18万11aにすぎ

ず，現在でも営林局署におけ

はスペイン本IWIを思わせ，そ

こに住む人々も純朴でIﾘjる

く，旅行者の心を伽ませてく

れる。このほか大マニラ市か

ら車で約211鼎間南方の学園部

｢|アロスバニョスIIルパナイ島

イロイロ市や先I1話題となっ

たミンダナオ烏サンボアンガ

市などの評判が商い。

フィリピンの国箙は，ルソ

ン島南部の一方喬であるタガ

ログ(Tagalog)語である。

しかし地方によって言葉の差

が大きく，タガログ語が全国

的に普及し，翼の国語となる

には，まだかなりの時間を必

要とするといわれている。一

方学校教育で英語が教えられ

ている関係で,I列民の80%

が英語に通じており，公用語

として用いられている。しか

しスペイン語の発誉が強く入
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しスペイン語の発音が強く入り混じり，間取りに戸惑うる造桃予算はきわめて少額である。

ことが多い。宗教はカトリック教が大半を占め，新教の岡土の約半分1,500万haの森林は，そのほとんどが

ほか華僑を主とした仏教や，山岳民族に多い原始宗教が国有林である。これを管轄する組識は，

ある。 DNR-DepartmentofNaturalResources(天然資

一方，東南アジアの他の国々と同様，超近代化された↓源省）

首都と，人口調査もままならぬ原始的地方の両極が同一BFD-BureauofForestDevelopment(森林開発

国内に存在している現象や，主として宗教上の対立に超 ↓局）

REP-Regiol,restOffice(営林局〕－局因するミンダナオ島西南部の治安問題などは我々にとっ

て理解に時間を要することである。また一般に対日感情DFO-DistrictForestOffice(営林署）一署

は，アジア地域のよりよいパー1､ナーとしてむしろ良好となっており，ほぼわが国の国有林と同様である。しか
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しこれらの組織は，その紫務内容においてわが国と著し

く異なり,concessipn(森林開発権）の許認可と各種徴

税事務が中心となっている。コンセッションの取得に

は,BFDが公示した地域に対して，業者が自ら調査

し，収磯・造林・関連インフラ整備等に関するF･reSt

ManagementPIan(森林経営計画書)を作成している。

また造林部門では苗畑のわずかな管理要員を除くと，コ

ンセッション保有者による義務造林や小学生を動員した

植樹などにとどまっている。腿
圃林業政策の動向■

このような情勢にかんが＃

皇悪&離欝慈寧i』 ・畠

,974年にF…ryRef｡m,:
Code(林業改良法）というマ§鋤

ﾙｺｽ大統領令を公布し,従’撫叡
鈩

来の森林法以下関連法規の全

面改定に取り組むこととな､っ：
た｡その主要な事項は次のと爵職?§蕊『溌:曾

戸函渥尹戸._壷一色一口.-.‐

おりである。▲ルソン島中部の無立木地

木材関連産業の振興フィリ

ピンでは木材生産の付加価値

を高めるため，昨年末までに

丸太輸出を全面禁止する方針

が段階的に採用されてきた。

しかし木材関連産業の碓伽拡

充が不十分であるため，当分

の間コンセッション保有者に

対し，その消費量の20彫ま

で丸太輸出を認める修正方針

が出された。

木材関連産業に限らず民族資本の形成がたち遅れてい

ることは東南アジアに共通したことであるが，とくにフ

ィリピンでは憲法および外資法により，タ蹟に対する締

めつけが厳しく，産業資本がなかなか蓄積されない現状

にある。しかしこの大統領令では，森林資源量に対応し

た木材･関連産業の合理化を推進する等，積極的な施策を

打ち出している。

Kaingin(移動焼畑)対策Kaingineros(焼畑耕作民）

はその数50万とも100万人ともいわれ，その正確な数

字は不明である。彼らは伐採後の疎林に火入れをし，数

年間娩畑耕作を続け，収量が悪くなると他の林分に移動

するという生活様式をとっており，森林資源の維持，国

土保全，生活水準の向上等の観点から，その定着化が重

要な課題となっている。そのためには，地方における雇

用磯会の増大をはかることが先決となる。

IndustrialPiantation(企業造林）企業造林臆Co-

gonlandと呼ばれる草原に大規模造林を推進しようと

するもので，フィリピン政府をはじめ，わが国民間企業

も立地条件が良いことから，

強い関心を持っている。しか

ぎ=←し現実には実施細則が定めら
ゞ鯉‘‐-ロ岬．'‘

“瀞議癖『樹、極；れていないことや，企業造林

"1に対する奨励策が不十分なこ

長期専門家として派遣され，

フィリピン政府と協同して，技術の開発，教育・訓練，

普及に活躍を開始した。

フィリピンはわが国に最も近い隣国の1つとして，多

方面にわたる交流が大きく，また南洋材といえばラワン

という言葉に代表されるように，わが国とのかかわり合

いが深い。これからも林業・林産業分野においてますま

す交流が盛んになることと思われるが，好ましい関係を

保ちつつ彼我の林業・林産業が発展することを心から願

うものである。

(林野庁企画課）

lⅡ11ⅡIIHlⅡ11川11ⅢⅡlⅡⅡⅢIⅡ1111ⅡⅡⅡ1ⅡⅡⅡlⅡⅡⅡⅢⅡlⅡIⅡ1ⅢIⅡlⅡⅡIⅡⅡIⅡⅡⅡ111Ⅱ11川11ⅡⅡlⅡ川IⅡⅡⅢⅡlⅢlⅡⅡ111川11ⅡⅡⅡ111Ⅱ111川川111Ⅲ11ⅢⅡⅡ111ⅡIⅡⅡⅡⅡⅡⅡlⅡⅡⅡM1ⅡⅡIⅡⅡ川ⅡⅡⅡ11川ⅡⅡlⅡ1111ⅡⅡⅡⅡIlIiI1ⅡⅡ111ⅡIⅡⅢ
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林地における施与肥料の

利用率一幼齢および閉鎖

初期の林分の例

宮崎大農野上寛五郎

森林と肥培No.91

1977年2月p.1～5

ヘリコプターで施肥されたアヤス

ギ幼齢林と植栽密度の異なる9年生

ヒノキ施llu林とにおける林木の肥料

三要素の吸収率を調べたものであ

る。

その結果，苗畑実験と実際の掴批

伸での肥料効率は，同じ型の肥料で

も回数を多く分施することが下草と

の競合にも打ち勝って成林し，その

後の林分でも本数密度を適切に管理

することが効率を高めることになる

としており，これまで個々に検討さ

れた研究が総合的に検討されたもの

といえる。

粒状タイプの防蟻用土壌

処理剤

京大農西本孝一ほか

木材工業No.360

1977年3月p.25～27

現在主として用いられているクロ

ルデン乳剤は，種々の利点はあるも

のの，既設建物の場合には作業者が

飛散薬液を浴びやすく，残留廃液や

散布器具の洗浄液が公共用水に流出

する危険があるとして，クロルデン

粒剤を試作し,土面に散粒後,散水す

る処理方法を考案したものである。

以下，実験方法，実験結果と考察

に分けて述べているが，①その効果

は，乳剤と同等か，むしろすぐれて

いる。②土域の種類が巡っても土壌

水分が高ければ差がなく，また,混

和処理するか，散水量を増すかはど

ちらか一方で十分である。③乳剤に

比べて，労側衛生および公害防止の

面で改善され，かつきわめて省力的

である。

緑化法面における木本稚

苗の生育形態と保育

農林省・林試原敏男

緑化工技術4－2

1977年1月p.8～11

緑化施工地およびその周辺荒廃地

で，草本類との競合状態にある生立

初期の木本稚苗について，経年別伸

長の変化や形態的な特性等について

調査し，草生斜面における木本生立

機構に関して検討し，また，緑化初

期の保育方法についても考察したも

のである。

その結果，①ヤマハギ，ニセアカ

シアなどのマメ科木本類は，実播に

よる木本植物の導入にもっとも活用

しやすい樹種である。②オオパヤシ

ャブシ，ヤマハンノキ，ニシキウッ

ギ，リョウブな．ども稚苗高が20～

30cm前後になったとき追肥すれ

ば早期に林叢形成が期待される。

③自然侵入木本類も施肥管理によ

り，林叢形成を促進できる。

治山用ジフィーポット苗

の現地適応経過

北海道・林試新村義昭ほか

光珠内季報No.31

1977年1月p.3～7

治山用広葉樹のジブィーポット苗

の育成法としてじかまき法，移植法

を試みているが（本誌,19，23号)，

本誌においては，その試験植栽地

（7樹種）について，植栽後の生育

経過を報告し，あわせて育苗法との

関連を考察している。

ケヤマハンノキ：じかまき法，移

植法ともに生育は良好であるが，じ

かまき法のほうが得策，ミヤマハン

ノキ：じかまき法によったが有望。

ヒメヤシャブシ：じかまき法によっ

たが斜面上部などに適・タニウッ

ギ：両法によったが，じかまき法は

山腹植生工木本材料として有望，と

くに修景効果において。イタチハ

ギ：移棚法によったがとくにジフィ

ーポット苗による効果は薄弱。イタ

ヤカエデ：じかまき法によったが山

腹植生工用としては効果薄弱。ナナ

カマド：移植法によったが修景効果

はあるもののジフィーポット苗とし

ては価値が低い。

東京式リモコンチェンソ

ーの開発

東京営林局・作業課谷田部英雄

スリーエムマガジンNo.191

1977年2月p.2～8

作業の軽労働化，安全，生産性の

向上を目的として，リモコンチェン

ソーを開発したものであるが，その



棚発の経緯，リモコンチェンソーの

仕様，隣造，操作要頒が述べられて

いる。

その椛造として架台は，固定部，

川度調整部，操作部からなり，①固

定部憾，架台を伐例木に取付け固定

するもので，フック，フック取付金

具，フック固定ハンドルからなり，

②角度調整部は，伐倒木に対するチ

ェンソー支持金具の左右角および上

F角を調整するための自在調心軸，

ソー支持金具，固定ハンドルからな

り，③操作部は，バーを操作し鋸断

するもので，チェンソー固定枠，回

腫プレート，同操作ワイヤー，操作

ハンドル，上下調整11111からなる。

振動を完全に遮断し，安全性が商

く軽量である，などの利点があると

している。

木材質の飼料化

農林省・林試古谷剛

木材工業No.359

1977年2月p.8～11

"1く質残廃材は二次的な加工により

肯効に利用されるものも少なくない

が，鋸屑，チッパーダスト，樹皮に

いたっては，わずかに活性炭，粉

炭，畜舎の敷料，きのこ栽培用の培

地，土壌改良剤として利用される程

度で，大部分は焼棄却されるが，そ

の溌在量は膨大なものであり，有効

利川により付加価値を高めることが

望まれる。

木材の成分は，抽出成分を除け

ば，セルﾛｰｽとﾍﾐｾﾙﾛｰｽの

75％ぐらいが炭水化物として飼料の

対象になる。以下，木質残廃材か

ら各種の粗飼料生産処理法，酵母生

産に至る工程が説明されているが，

これを酵母についてみるに，木材

1kgが25円の付加価値を生むとし

ている。

枝打ちをどう考えるか

－無節の良質材生産を

主目的として（1）

農林省・関西支場藤森隆郎

林経協月報No.185

1977年2月p.28～33

良質材の生産，そのための枝打ち

ということがかなり職種的に取り’二

げられているが，良質材生産の意義

についての理解が不|･分であり，ま

た技術理論があいまいであるなど，

したがって，良質材生産に適した環

境条件にありながら，その好条件を

むだにしているところがみられると

して，合理的に良質材を生産するに

はどうすればよいか，そのために枝

打ちはどういう点で役立ち，どのよ

うにすすめていくことが考えられる

かを中心に良質材生嘩技術のあり方

を税明している。

水号では，良鷺材･生産の意義，枝

灯技術との関係を検討することとし

て，以下，技打効果，良質材生産の

意味，良質材生産の条件と問題点，

良質材と枝打ちの関係が解説されて

おり，次号で枝打ちを伴う保育技術

体系について具体的な検討が行なわ

れることになっている。

良質材生産を見直す

渡辺資仲

現代林業No.129

1977年3月p.21～33

媛近の枝打ちによる良質材生産

は，異常ともいえるブームになって

いるが，これを単なるブームに終わ

らせないた必に，さらに真の良質材

生産とは何かについて特集を行なっ

たものである。

まず，良質材生産ブームの背景を

さぐり，次いで良侭材生産の原点に

35

もどって，経営目標と良質材生産，

本末同大通直雌節材の生産条件を解

明し，良質材生産技術の導入におよ

んでいる。最後に，良質材生産と経

営規膜として，専業農家と副林業家

の場合を検討し，さらに技術の修得

と製品の販売について要望を述べて

いる。

よい苗木の育て方。見方

全苗連佐藤卓

現代林業No.128

1977年2月p.22～33

妓近は「安ければよかろう」とい

うことで，苗木の良否を問わない傾

lflが林家のなかにみうけられるとし

て，いい苗木とは何か，その育て方

と見方，自家養苗のつくり方，につ

いて特集を行なったものである。

よい苗木を選ぶ積極性と苗木取扱

いの慎重さについて述べ，ついで自

家従苗でよい苗木をつくるにはどう

すべきかを解説している。

対馬林業公社18年の軌跡

対馬林業公社真孫義之

山林No.1113

1977年2月P.26～36

玄海灘の孤島，対馬に昭和34年

わが国最初の林業公社が設立され，

18年を経過している。

今では4,300haの造林地,1,500

万本におよぶスギ，ヒノキ，マツが

順調に成育している。そこで，18年

を回顧して，公社設立の背景，設立

の経緯と目的，運営の状況が述べら

れている。前生樹利用から人工造

林，そして付加価値をあげる簡易一

次加工を含めた合理的な一貫性のあ

る企業的特性をもった林業経営体と

して育成されている。
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び，このザイセンチュウが松の樹脂

道に侵入して枯死させていることが

判明しました。

林野庁では，被害を防止するため

には，このマツノマグラカミキリが

ザイセンチュウを運ぶ直前に防除を

行なうことが有効適切であり，その

方法としてマツノマダラカミキリが

羽化脱出する5，6月に航空機を利

用した薬剤散布がきわめて有効であ

るとし，数年前から実施してきまし

た。

しかし現行の防除法では，それを

タイミングよく実行するには不備な

点が多いため，今国会に「松くい虫

防除特別措置法案」を拠出し，防除

の徹底を図ることにしました。

この法律案では，農林大臣は防除

に関する基本方針を，都道府県知事

は実施計画をそれぞれ定めること。

また現行法に基づく個人に対する命

令にかえて，国または都道lif県が自

ら航空機を利用して薬剤による防除

議論よぶ

松くい虫防除
農林鶉

したが，その後，全圃的にみｵしば被

害は減少し,昭和30年には27万In3

となりました。

しかし数年前から，いったん減少

していた被害は急激に増加し，はじ

めは西日本や関西一帯に限られてい

た被害が年々北上し，現在，宮城県

の松島まで広がっています。

林野庁の調べでは，48年以降,毎

年100万In3以上の松が枯損し，被

害而職は40万haにも達していま

す。

このように猛威をふるっているマ

ツクイムシの被害の原因は，国立林

業試験場の長年の研究によって，マ

ツノマダラカミキリが直披松を食い

荒らして枯死させるのでなく，マツ

ノマダラカミキリが，材線虫の一種

であるマツノザイセンチュウを連

松の大敵マツノマダラカミキリを

駆除するための「松くい虫防除特別

措置法案」が国会に提出され審議さ

れていますが，自然保謹団体等の強

い反対運動も展開され，成りゆきが

注目されています。

松林はわが国の海岸線や山岳部に

広く分布し，防風，飛砂防止，土砂

の流失防止などの国土保全機能の発

揮のほか，虹の松原，宮島，松島等

に代表される美しい景観を形成する

うえからも重要な森林です。

近年，これらの松林が次々とマツ

クイムシによって大きな被害を受け

ています。

マツクイムシの被害は，終戦直

繊戦争中の乱伐や松林の手入れ不

足が原因となって，九州や瀬戸内海

沿岸を中心に130万Xn8にも達しま

素材生産業者の経営形態別業者数割合

と兼業者割合（単位：％）
る。

紫材生産業者の現状を49年度，

50年度の林野庁調べによる11県の

澗査によってみると，経営形態別に

は個人のものが圧倒的に多く75％

で法人が25％となっている。これら

の業者はその生産規棋が500m3*

満のものが7割弱を占めており，零

細規模のものが極めて多い。

特に，個人経営のものには零細な

ものが多くなっている。また，専

業，兼業別にみると，生産規模の小

さいものほど兼業者が多く，生産規

模が大きくなるに従って次第に兼業

者の占める割合が減少するが，総体

として兼業性は顕著であり，個人で

は75影，法人では88％が兼業とな

貴料：49年度，50年度林野庁「素材

生産流通近代化職皆」による

注：青森，岩手，山形，棚島，群

馬，新潟，三戴，奈良，広島，

高知，宮崎の11県を澗蚕対象と

したものによる

業者微剛合

75

25

1m

兼業者割合

75

88

78

個 人

法人

計

■■■■■■－－

素材生産業者の生産

規模別経営形態別割

合と兼業者割合

(単位：％）
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有者と流通・加工業者とのL|ｺ間にあ

って，丸太を生産し供給するという

重要な役割を担っているが，この役

割を果たすうえにおいて，その現況

は十分なものとはいえない状況にあ

賊識鱈瀦議耀蒸”赫鯛

素材生産業の現状

素材生産業者は，林家等の森林所

ーL』＝1－－■■■■司



を行なうことができるなどが骨子と

なっており，昭和52年度から5年間

でマツクイムシの被害を撲滅するこ

とにしています。

これに対し，自然保謹団体などか

ら，薬剤の無差別な大量散布が水や

土壌を汚染し，自然の生態はもとよ

り，人畜にも悪影響を及ぼさない

か。松枯れの原因は大気汚染であり

弱ったところにセンチュウ類が侵入

して枯れる。その大気汚染を放って

置いて，薬剤散布するのはナンセン

スだ。松くい虫の天敵を育てるのが

本筋ではないか，などの疑問を投げ

かけ，薬剤の散布に反対していま

す。

林野庁ではこの防除に使用する薬

剤は，低毒性かつ速分解性のもので

あり，人畜に対する被害は無論のこ

と，自然生態等に対しても悪影辨を

与えないとしていますが，いっそう

の安全性を確保し，大切な松の緑を

絶やさない措侭が望まれます。

っている。

このように，総じて素材生産業は

個人経営によるものが多く，零細

性，兼業性の高い業種となっている

が，このことは林家等の森林所有者

の山林所有規模が概して小さく，そ

の伐採が多種目少量分散的であるこ

とに起因することが大きいと考えら

れる。

今後，需要動向に即して木材を供

給し林業林産業の発展を図っていく

ためには，林家等の森林所有者側に

おける供給椛造の整備とあいまって

協業化協同化等を通じて素材生産業

の体質の強化を図り，継続的安定的

な丸太の供給体制の整備に努めるこ

とが緊要な課題となっている。

三一■rp
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先進工業国の大統領，首相，ンプレ．国際収支の悪化という三
盲

蔵相らが一堂に集まり経済・賀事態におちいった世界経済は，百

三易・エネルギーなどの各分野でいったんは各国とも景気回復の
三

〒世界が直面する諸問題を討議す軌道に乗り始めたものの,76年

iる国際会議です。これまでに2半ばごろから景気は世界的に停

度開かれています。滞傾向になってしまいました。

それぞれ開催地の名をとってこのなかで各国の景気をみます

ランブイエ会議（フランス，75と，全般的な不況のなかでも，二＝

三

景猟鶇諒蕊先総職ぃ灘露繁
れています。 進済の弱い国との二極に分化する

＝

-ランプイエ会議は，フランス

火続鯛の纒嶋で,｡衆独国茎驚鰯辮懸一

難繊雪駕膣首撫謙蹴鞠ゞ；
るた恥に参加国が協調するとい脳かとさえ危ぶまれ,そうなると言
三う「ランプイエ宣言」を採択し次に弱いイギリスも将椣倒しに=
三

会なるのではないかと取沙汰され三ました。
＝呂
ﾆｰ

ダ鰯醐篭駕熟議※蜑離職景にして､ゞ
三

三認してインフレの再燃．国際収こんどの首脳会議では欧州を代三
二二

支の不均衡の問題が協議されま表するのは西独であって，経済一

した。状態のましな日．米．独が，

龍3回は，今年5月ごろに開仏・英・伊の最気回復に力を貨

一催が予定されていますが，開催すという図式になるだろうと予
＝

＝

三地はロソドンが有力で，日本も想されます。日。米．独が協力
二＝

＃開催地に立候補しています（1してそれぞれ景気拡大策を採り三
三

i1月現在)。世界の景気の持ち直しを図るべ三
= ‘＝

：前回のサンフアン会議は，そきだという.わけです。とくに日＝

れぞれ国内に難問題をかかえて本はこのところ海外収支が大幅

いた各国首脳の「国内向け政治な黒字を示し,51年中に外貨を1

ショー」と悪口をたたかれたも38億ドルもため込んでしまいま：

のでしたが’こんどの会議に対した。これがEC(欧州共同体）

する各国の態度にはこれまでととの貿易まさつの原因となった

違った真剣な姿勢がうかがえまのです。

す。とのに1本に対し米国と西独と1
三

それだけ世界経済の現状が深が共同戦線をはって景気刺激策三
三

刻さを加えてきているのです。をとるよう圧力をかけてくる可＝
:＝

冒
三73年の石油ショックで不況．イ能性が強いといわれています。畠
三
三

現代用語ノート；皇
三
目＝
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あるひとつの法律なり，施策の意

義を正確につかむためには，公表さ

れた資料だけではなく，立案当事者

が何を譜え，何を悩み，それをどの

ように乗り切っていったかなど，立

案過程の陰にかくれた部分に対する

正確な判断も必要であろう。蕊の真

相を把むといった大ケサなものでな

いが，その覗突をとりまく時代背景

なり，時代思潮なり，利害関係者の

直接の思惑なりを立案担当者がどの

ように把握し，消化し，対策をたて

たかなど，場合によっては彼らの心

情にまで立ち入り，その揺れ動いた

ナマナマしさまで知ることができた

ならば，おそらくその法律なり施策

に対する見方は，公表資料だけから

得たものと異なってくるに通いな

い。味もソッケもない建前論でな

く，立案者の血の通った心情そのも

のが，脈拍の鼓動までが，心の昂ぶ

りまでが，ジカに伝わってくる人間

論的解釈がそこでは可能になるに違

いない。それは決して興味本位では

ない。ある法律の，ある具体策の

“真の心”を知りたいためである。

真の心を理解することにより，それ

はつぎの時代へうけつがれ，後継者

の心のなかで生かされ，実を結ぶこ

ともできるであろう。遺してほしい

のはこうした立案担当者の率直な飾

りのない《《語りかけ'’である。

こんど日本林業調査会から『語り

つぐ戦後林政史』(B6判,165"R

ージ）が発刊された。内容とするの

は，1.林政統一・国有林野特別会

計制度の刺設(槙重I*),2.新・森

林法の成立（武田誠三)，3.風害木

発生とその処理対策･(片山正英)，

4．国有林林力増強計画（沢田成

爾)，5．木材価絡安定緊急対策（楠

正二)，6．林業基本法の制定（田中

重五)，7．国有林経営をめぐる答

冨珊語珊

林政総合協議会編

語
り
つ
ぐ
戦
後
林
政
史

（×200）

板紙は付加価値が低いために紙パルプの

なかでも需給変動を大きく受けやすい。昨

年の板紙総生産量は138社で6,763,041t

と前年に比べて14.8％の増加であった。

写真はF1板紙の断面を棚ったもので，内厨

にl1曲紙，砕木パルプ等，外層にさらし化学

パルプをすき合わせ，比較的強くプレスし

てつくられている。マニラボールは折りた

たみ篇，食品および化粧品包装用，はがき

板

紙

嫌に使われ，白ポールは高級製函用，無車

券等に使われる。黄板紙はわらパルプ，ポ

ールくずを主原料に安伽な組立箱，表紙，

紙管等をつくる。チップポールは下級故紙

を円網抄紙機で作った板紙である。その

他，特に最近需要が上昇している段ボール

原紙がある。昭和51年の生産量6,651,372

千1n2,前年比で16.4%の伸び，出荷は生

産を上回る販売となり，6,688,372千nl21前

年比15.6％の伸びであった｡昭和52年の

需要は71"m2が予測されている。

板紙の昭和52年生産能力および需要試猟

によると，稼動率は去年の平均69.4％か

ら73．5％と好転し，操業率も段ボール原

紙73.8％(前年69％)，紙器用板紙70.9％

(68‘7筋)，その他板紙77.8％（74.8％)で

ある。とはいうもののコスト高で利益金規

模はあまり伸びないようだ。

（林試宇佐見国典氏提供）

小

B6判165ページ

日本林業調査会

東京都新宿区市谷本村

町28ホワイトビル内

（〒162）

03（269）3911

1977年3月15日

発行

定価1,000円

斡
鎚
、
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申（森尾洋一･)，8．入会林野近代

化法の制定（高須縦明）のそれぞ

れについて，立案担当者たちが，

「コレダケハ言ツテオキクイ」こ

とを記録にとどM)たものである。

これらの施策は，立案当時は激し

いl術議を呼び，数々のドラマを繰

り広げ，陰陽の人間換様まで展開

したものであった。当時をふりか

えりながら，著者たちは施策立案

の背景,愈図,苦心談,今ロ的視点

からの評価などを淡々と，時には

熱っぽく語っている。一巻の動画

のように，戦後の林政が‘鋤”の

中に語られている。低回して沈思

する、静”ではなく，ダイナミッ

クなチャレンジの気迫が惨みでて

いる｡激動ﾂー る時代の精＃|1をさき

取りした先覚者的英知のヒラメキ

をここに見る。おそらく読昔は，

ひとつの法祁の，ひとつの施策の

言いようのない重さを知らされる

ことであろう。血のにじむとか，

骨身を削るとかの月並みな昌葉で

は言いつくせないような，ある種

の感動すら覚えるに違いない。

感動はつぎの行動のエネルギー

である。8人の著者たちの期待す

るもの，それはこれからの林政の

充実した，着実な発展であろう。

過去をふりかえる著者たちの訴え

るものも，それである。めまぐる

しく変転する現在の林政のなか

で，本書のような､動”と’@心"を

知る書を得たことは喜ばしい。

（東大農学部筒井辿夫）

,”蕊瀦,:？;":#，

｛溌蕊篝:，
森‘!灘：

■薑唾琴“

r三壱言加

民主正攻法

この正月以来，東京奥多朧llw森林

組合労務班に対し,10回ほど現場へ

出かけてジグザグエンドレス作業の

手ほどきをおこなっ･た。一つの事業

体について長期間継続指導をするの

は初めての経験であったが，なかな

か良い勉強になったので紹介した

い。

最初の現場は'00年生スギ林の巾

を通る延長300mの簡易林道支障木

の殿出で，良材であったところから

12mの桁材として出すというむず

かしい条件であったが,12mm索と

借物の重い旧式滑車でなんとか目的

を達成することができた。

第2現場は大円木山林会所有の

35年生スギを主とする約7haの間

伐で，平均35･位の急傾斜地であっ

たが，新しい12インチの滑車と2

胴’エンドレス8馬力の小型集材機

で，1日平均30m3,総計250m8,

運行時には1時間10m8以上という

初心者とは思えない好成績をあげて

くれた。

第3現場は非常に因難な条件で，

前記の機材を使い，すでに皆伐して

しまった2haほどのスギ林を，林

道終点から約1.5km渓谷沿いに往

復延長3kmほどのジグザグエンド

レスを架設し，さらにこれを使って

奥のスギを集める集材磯と資材を搬

入して,500m3出材してくれという

緊急作業である。しかも調査に行っ

てみると支柱木が少なく，幼齢迭林

地を通る部分があったりして，人工

支柱を立てたり，岩や砂防ダムの上

に孔をあけてアンカーを作り滑車を

取りつけるなどの難工事になった

が，3月22日になんとか試運転を

終わり，問題の集材機の奥地への送

り込みにも成功して最大の難関は越

えることができた。

このような好結果が得られたの

は，現場の人々が制合すなおに指導

に従ってくれたからであると思う。

従来とかく一を聞いたら十までやり

たがる人が多く，改良と称して危険

低能率な改悪作業方式を強行した

り，珍奇な新装職を発明し使用させ

て大衆に迷惑をかけている多くの事

例を知っているので，奥多摩森林組

合のジグザグ技術のすなおで迅速な

成長を嬉しく恩っ『ている。

現場の人と同じ立場に立って，現

場の人のためになることを目的とし

た研究および普及活動のあり方，あ

たりまえのことをわかりやすく教え

るという平凡な指導方法について，

昔からその必要性を主張してきたの

であるが，今回の経験によって我が

道に誤りは無かったらしいことを知

って，いささか自信を強めることが

できた。

(E・ヴォルフ）

■
．

この欄は績染委風が担当しています

融宅渥室警含

『唖、守宮=＝一一戸
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鳥取県林業試験場試験研

究報告
灘二こに紹介する資料は市販…い’

熱篭蕊辮燕’たします。

閥嗣屑關
第19号昭和51年10月
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1．スギの超低台型採穂台木の実用

性福田英比古

2．根曲り防止に関する研究(1Ⅱ）

幼齢木の根元土寄せと2次根の発

生白間純雄

3．冠雪害と胸淘直径及び樹幹形比

の関係池本隆

4．除草剤によるクズ防除試験-T

FP,DPA混合剤の効果について

(1)一田村輝夫

5．材線虫によるマツ枯損防止の研

究(1)一鳥取県の材線虫分布と被害－

竹下努

6．鳥取県内の各種林における繁殖

期の鳥類生息状況について(Ⅱ）

井上牧雄

7．オウレンの根茎分枝について

井上国光

8．造林事業の作業仕組に関する研

究(Ⅲ)一智頭林業地のスギ造林作業

・手順書一桑原暁

石川県林業試験場業務報告

第13号51年4月

（主な研究項目）

スギ直ざし造林試験（育林技術の

省力化に関する試験）（昭41～50年

度）（第10報）北中外弘

林地除草剤の利用に関する試験

（育林技術の省力化に関する試験）

（昭48～53年度）（第3報）

I'1'剛久雄・長谷川義法

苗木の形質による活着成長試験

（昭47～51年度）（第4報）

叶田・長谷川

雪害防除に関する試験のうち，

B.地栫え方法試験（昭41～50年

度）（第10報）北中

数量化による林地生産力の調査

（地形要因によるスギ林地生産力の

計測）（昭46～50年度）（第5報）

加藤六郎

根元曲りの発生機構と積雪環境に

関する試験（昭49～51年度）（節2

報 ）北中

アテ優良品種系統の選抜と育成に

関する試験（昭43～52年度）（第8

報）長谷川・叶田

アテ枝打ち試験（昭45～54年度）

（第6報）中野敞夫

アテの枝条形態に関する調査（昭

48～50年度)(第3報）長谷川・叶nl

アテ択伐林経営実態調査(昭48～

50年度)(第3報）

能勢育夫・鶴来外茂樹

アスファルト乳剤による野兎害予

防試験（昭49～51年度）（第2報）

松枝章

庭公園木の病虫害防除試験（昭47

萱51年度）（第4報）松枝章

自走刈払機による刈払試験(昭49

～50年度）（第2報）木本俊彦

県産材の材質試験（昭48～50年

度）（第3報）能勢・松枝

シイタケほだ木育成試験（昭48～

50年度）（第3報）

丸七隆夫・閥来外茂樹

シイタケ栽培経営事例調査(昭48

～50年度）（第3報）能勢・丸七

衰弱樹木の樹勢回復試験(II召49~

50年度）（第2報）池田亮一

宮崎県林業試験場業務報告

第8号昭和51年8月

（主な研究項目）

既利用緑化樹の増殖技術改善試験

（第3報）深江伸男・細山田典昭

ヒノキ天然生林の地域特性調査

（第2報）菅・細山田・宮畑。深江

林地における施肥窒紫の消長に関

する試験（第2報）

宮畑・深江・中西

緑化樹木病害虫等の緑地形態別種

類とその分布に関する調査（第2

報）家入忠・讃井孝義

スギザイノタマパエに関する研究

（第6卿讃井孝義

シイタケ品種改良試験（第8報）

伊藤・近藤・日高

シイタケ穂菌活力検定試験（第8

報）日高・伊藤・近藤

シイタケ原木林造成試験（第6

報）田中勝美

スギ精英樹間人工交配共

同試験実施要領（附パ

ーオキシダーゼザイモグ

ラム実験方法）

九州林木育種場昭和51年11月

昭和49年度より「スギ精英樹クロ

ーンと在来品種との類縁関係の共同

調査｣に着手しているが,そのひとつ

の方法として，パーオキシダーゼザ

イモグラムを利用することとし，そ

の実験方法書を作成したが，さらに

昭和51年度の九州地区の林木育種

研究者会議において「スギ精英樹人

工交配共同試験実施要飼を提案，

決定したので一・括印刷に付したもの

である。
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会員の広場蕊
珍しい被害木の利用法

はじめに

筆者は森林防疫第9巻2号（昭和

35年)に「ヒノキの徳利病の変形」

という題名で大町営林署管内にヒノ

キ多段型徳利病のあることを報告

し2)，また第74回日本林学会大会講

演鍔)（昭和38年）および長野林友

(昭和39年9月号&)）に｢八ケ岳西岳

付近にみられるカラマツ癌腫病類似

被害について｣という題名で,諏訪営

林署管内のカラマツ天然木がこぶ状

の癌腫病に侵されていることを報告

した。そしてこの発病原因は前者が

生理的原因，後者も癌腫病菌侵入阻

止のための表皮異常増殖現象ではな

いかとしたが，最近両営林署の格別

の配慮で，前回調査時に実施できな

かった被害木の伐倒調査をする磯会

があり，この内部状態を淵くること

ができた。そしてこの淵査結果上記

2つの発病原因は既述した推定にほ

ぼ誤りないことが確かめられたが，

この2つの珍しい被害水を剥皮した

状態はかなり美しく，磨丸太にすれ

ば床柱もしくは装飾材として利用で

きるのではないかと思われるにいた

ったので，これらの木の発生環境，

形質，剥皮した材の状態などについ

て概要をのべ，さらに被害木が伝染

浜武人

性のものでないことがわかってきた

ので，育種場と協力して始めた無性

繁殖によるクローンの増殖について

もあわせて報告し参考に供したい。

ヒノキの多段型徳利病被害木

この被害木は昭和34年9月18日

大町営林署松川担当区部内馬罹尾国

有林87そ～れ林小班（標高約1,000

m扇状堆職地砂質壌士）ヒノキ人工

林(樹齢67年生)内で2本発見され，

この後昭和51年3月29日の再調査

時にさらに2本発見されたものであ

るが，この被害木を付近の普通型徳

利病，健全木と比較してみるとこの

概況は表・1のとおりである。

生育状態この林分の樹l齢は上記の

とおり67年生であるが，発見され

た被害木の生長は健全木よりやや劣

っていた（写真･1A,B)。

肥大部（こぶ）の数および大きさ

波害木は地上部より樹幹中途まで肥

大部（こぶ）が数mにわたって連続

している木であるが，この数は最大

14コ，最小8コであった。また肥大

部（こぶ）は地上部力殿も大きく上

部にいくにしたがって小さくなり，

しだいに消失しているが，この大き

さは地上部で長さ約40cm,ふくら

みの高さ約4cm,地上約3In付近

’
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のもので長さ約20cm,ふくらみの

高さ約2cmであった（写真･1B)｡

樹皮，枝の形質，葉の外部形態健

全木の表皮には縦にやや幅の広い裂

目があるが，剥離している表皮は少

ない。被害木にも同嫌の裂目はある

が幅がせまく，剥離している表皮は

やや多かった。なお普通型徳利病に

はこの剥離表皮が非常に顕著に認め

られた。被害木の枝のつき方，太

さ，角度などは健全木とかわらなか

った。被磐木の葉量は健全木よりか

なり多く，同じ長さの枝で約1．3倍

の重量を示した（写真参照)。しか

し被害木の鱗片葉を顕微鏡検査して

も樹脂の築積などは特に認められな

かった（写真･1Da～Dc)。

材の表面および材内部の状態はじ

めにのべたとおり，4本の被害木の

中の1本を昭和51年3月19日伐倒，

約半月浸演させたのち剥皮してみた

ところ，中から美しい波状の肥大部

が現われ，かつ肥大部付近には小さ

なシワ状の小陥没がいくつか認めら

れた｡それで,これをブラシなどを用

いて磨いてみたところ，床柱として

使用できるような磨丸太となった。

しかし材の横断面縦断面には樹

脂の集職変色などは認められなか

った（写真･1C)。

カラマツ癌腫病類似被害木

この被害木は，諏訪営林署富士見

担当区部内西届国有林一帯（標高約

1,300～1,800m,BID型土壌10~

30.の傾斜地）のカラマツ天然林

(樹齢約70～100年生）約500ha中

に数百本発生していることが，昭和

37年10月18日確認されたものであ

るが，この被害木の発生は標高によ

って差があり,1,500m以下では

10%,1,550m付近では約40%,

1,600m付近で約50%,1,700m付
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表･1ヒノキ多段型徳利病被害木と健全木などの調査一覧表Aイ
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写真･1A普通型徳利病,B多段型徳利病，

C同被害木の磨丸太,Da健全ヒノキの葉，

Db普通型徳利病ヒノキの葉,Dc多段型徳利

病ヒノキの葉
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$幹上部の枝はほぼ直角に近い角度の枝が樹

6肥大部幹上部に点在した。次に健全木の葉

こは数百は輪生葉が密に生じ葉迩も多かった

:さは最が，被害木の葉は輪生葉が少なく葉

応くらみ量も少なかった。

?あった材の表面および材内部の状態はじ

めにのべたとおり，昭和51年6月

Z態健12日被害木の中の1本を伐倒剥皮し

)＆少しあたところ，著しく厚くなった肥大部

〈厚くなの表皮下は幾分ふくれ，この部分に

うに生ずシワ状のシポがかなり認められ，か

り角度でつ黒褐変した樹脂の分泌部が細長く

被害木点散した。それでこれを前記同様の

Kr･･寮I

被害木は地上部に大きく樹幹上部

にいくにしたがい小さくなる肥大部

（こぶ）が-|-数個からときには数百

個発生しているが，この大きさは最

大のものが長さ約60cm,ふくらみ

の高さ約30cm,小は卵大であった

（写真･2A～E)。

樹皮，枝の形質，葉の外部形態健

全木の表皮は薄く浅い亀裂が少しあ

るが，肥大部の表皮は著しく厚くな

り，深い蝿裂をところどころに生ず

る。健全木の枝は30～40･の角度で

樹幹上部まで生じていたが，被害木

近で約62影という被害率であるこ

とが判明している。以上の被害林中

約1,500m付近で被害木1本を昭和

51年6月12日伐倒，調査した結果

を示せば表・2のとおりであった。

生育状態この付近のカラマツ天然

林は70～100年生でああが，伐倒調

査した被害木の樹高は15.5m,胸

高直径16.0cm,隣接する健全木の

平均樹高約23nl,平均胸高直径約

25cmという状態で，被害木の生長

は健全木よりかなり劣っていた。

肥大部（こぶ）の数および大きさ



ブラシを用いて磨いてみたころ，床

柱もしくは装飾材･として使用可能な

磨丸太となった。なお材の拙断・縦

断面は心材と辺材の間に乱れがみら

れた（写真･2E～G)。

クローンの保存

ヒノキ多段型徳利病被害木につい

ては昭和51年3月17日関東林木育

種場青柳経営課長，小林課長らと共

同で伐倒木より枝葉を採集し，これ

をさし木および接木した｡昭和51年

12月23日の活着状況調査でさし木

が約53影，つぎ木が約80%で総数

64本のクローンを得た。

カラマツ癌腫病掘似被害水につい

ても昭和52年3月上記青柳氏らと

共同で被害木より枝葉を採集し，こ

れをさし木および接木でクローンを

増殖する予定である。

むすび

ヒノキ多段型徳利病被害木は筆者

が大町営林署管内で昭和34年9月

発見したものに仮の名をつけて報告

したものであるが，この後pIII]氏'）

は昭和42年に，吉野および愛媛県

下でみられる俵をナワでしめた型に

似ているヒノキ磨丸太（床柱材）を

ヒノキの天然シポとして報告した。

これは筆者の報告したものと同一

木と思われ，こうした形質のヒノキ

はあちこちにあることが判明してき

たが，繁者はこの風変わりな珍しい

披害木の形質が過伝するものである

かどうかにつき育種場と協同で研究

を始めた。

なおカラマツ癌腫病類似被害木も

剥皮してみると内部にふくらみとシ

ポがあり，かつ浸出した樹脂も点々

と趣のある縞模様をつくっていてカ

ラマツとは見えない美しさがあるの

で上記同様の調査を始めた。以上2

つの結果が明らかになるのは，かな

り先のことと思われるが，もし形質

信濃の石仏

山が深い国の人びとは，自然の

恵みと恐れをつぶさに味わいつづ

けてきた。そのためよく働き，信

仰心も厚く，生活に根ざしたた

くさんの野の仏をまつってきた。

長野や群馬県の道祖神や地蔵など

は，その代表的なものであろう。

それは，みのり鰹かに，無病息災

で，現世と来世の二世にわたる安

楽をねがい，愛するものの死をい

たむ心をこめたものである。

道肌神はところによっては，ど

うろくじん，さいのかみともよば

れ，文字碑でも道六神，道勒神，

道陸神などいろいろ書かれてい

る。百科辞典には､旅立つ人の安

全を守る神といわれ，中国古代の

旅の安全を守る神の名を道祖とい

ったことから，道祖神の名がで

た”とある。そのようにもともと

旅の安全を守る神だが，悪脆をよ

せつけない効顕をもつところか

ら，むかしは村ざかいか，男女が

ひそかに相会うようなものかげに

まつられた。それで縁結びの神と

もなった。

ながい年月を風雪にたえて,ll¥

山の

の遺伝が確かめられれば，採種採穂

園の造成で一般への種苗の供給も可

能となるであろう。

なお両被害木の標本は木曽分場の

標本室に展示してあるので来場の

際，みていただいてご批判を賜れば

幸いである。

終わりにこの研究にご協力いただ

いた大町・諏訪営林署および形質遺

伝調査にご協力いただきつつある関

東林木育種場長野支場の関係職員各

位に心からお礼申し上げるととも
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のながれ，雌の移りかわりをじっ

と野末の木の下や草かげで見つづ

けてきた道祖神は，何ともいえず

親しみぷかく美しい。石に仏像を

刻むのは，古く中国に始まり，日

本には奈良朝に始まったといわれ

ている。村の石工の素朴なノミの

つかい方，その顔の美しさに思わ

ずほほえましくなる。

ところがこのごろ，野の仏が持

ちさられるという事件がそちこち

で起きている。自分の庭において

ひとりで楽しむことは野幕なこと

で，野の仏は路傍の草かげにひっ

そりとあるのがほんとうの姿であ

ろう。（松本鈴木四郎）

に，この研究をご支援くださった林

業試験場木曽分場長織田英雄氏にも

厚くお礼申し上げる。

（林業試験場木曽分場）
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森林植生復元の方法について

（1）

過去における一斉火而職造林の一

つの反省として，非皆伐作業のよう

な森林生態系として森林をみる立場

から，林業のしくみをより自然力を

もちいて成立させてゆこうとする考

え方が起こってきた。

自然の植生遷移に順応し，広大な

林地を人為的に操作するのでなく，

森林のもつ自然的な復元力を活用す

ることによって新生林分を造成しよ

うとするこころみである。

そこで問題になるのは，その土地

の自然環境のもとで過去における森

林の姿がどのようなものであった

か，その燕林の成立過程を探求する

ことが肝要となる。

自然林というのは，長年月にわた

るその土地の環境一気象，地形，

土壌状況などにより複雑な生態系の

なかで選択，濾過されて成立したも

のである。

だが，現在残されている自然林の

なかで人間の干渉をうけていないも

のはほとんどといってなく，長い時

間のあいだに幾度か変形化してこん

にちに至っているのが普通である。

したがって，その土地の環蝋条件

に適合した純粋な自然林型を現地に

もとめることは至難といわざるを得

ない。

しかし，現実の林分が，植生遷移

にしたがってどのプロセスにあり，

究極のところどのような極盛柵にた

どりつくか－すなわちあたえられ

た環境にもっともマッチした林型は

どのようなものであるかを探究する

ことが，森林のもつ自然的な復元力

横田英雄

を活用するときの大きな根拠となる

であろう。と同時に，この林分の過

去の取扱い，その成立過程を解明

し，長年月にわたった植生推移を，

過去にさかのぼって科学的に推測す

ることが重要な関心事となってく

る。

錐者の勤務地である木曽谷の天然

生ヒノキのその成立過程について数

多くの報告がだされているが，数百

年あるいはそれ以前の森林の真の姿

は誰も知らない。現在の森林の前

の，あるいはさらにその1代前の木

曽の山々はどんな状態であったか，

正確な記録もなく，今は間接的に想

像するよりほかはない（四手井綱英

ほか：「ヒノキ林」p､216)。それで

も，木曽ヒノキ，吉野スギ，青森ヒ

バなどはまだ藩制時代からの記録が

あり，成立過程が推定され研究され

ているほうであるが，それ以外の一

般林地についてはほとんど無に等し

い。ましてや，2代前，3代前のご

とき過去の推移は，前著がいうよう

に想像するよりほかはない。

（2）

さて，それではこのような森林の

推移の状態を知見しうる手段はない

のであろうか。

まず最初に考えられるに，考古学

的に発掘された林産物の遺物により

推定する方法であろう。静岡県登呂

巡跡の例でいえば，遺跡内から発見

された樹木の菜，枝，樹幹などの洲

査，および発掘された木製遺物か

ら，登呂をめぐる当時の自然景観を

明確にした報告がでている（亘理俊

次：「登呂」昭24年)。また食用植

物遺体として木の実の外殻が数多く

出土し，堅果類の分布推定に役立っ

ている例がある。現在までの知見で

は，ブナ，クリ，コナラその他37種

類の樹種の出土がみられ発見箇所付

近の職林状態を推定することができ

る（渡辺誠：「第四紀研究」13(3))。

しかし，これは登呂の場合はおび

ただしい木質遺物が出土したことに

より明確に復元された例である。

このように，今後考古学上の発掘

作業が広脆囲に癒され，そのなかに

木材質の遺物も発見されて，さらに

知見が豊富になるとおもうが，なん

といっても，石器，土器と異なり，

これらの植物質の遺物はたまたま泥

炭厨，低湿地などに埋没し酸化をま

ぬかれたもののみが，われわれの眼

に触れるにすぎない。

つぎには古文省:による文字で記録

された文献からである。

3世紀の北九州を描いたといわれ

る「魏志倭人伝」に載っている樹木

名を解明して当時の森林植生を推定

する研究（51.2.19朝日新聞「邪馬

台国」(9)）などが最も時代がさかの

ぼれるが,正倉院文書寺院文書,藩

制史などから克明な発掘を行ない，

その体系化をはかる研究がある（徳

川林政史研究所の諸業績など)。

たとえば，正倉院文書のうち田_上

山工作所（滋賀県）の資料から，当

時のこの地方の森林を類推する方

法，寺院文書から寺院建造物その他

現存物の木材がどの地方を産地とす

るかなどの方法，また境内林の成立

に関する記録ぼどが考察される。

しかし森林そのもの，森林生態そ

のものを記録したものは稀有にちか

い。したがって林政史的な記戦のな

かから,あるいは森林利用,用益の記

事のなかからいかなる樹種があった
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員の広場

プエルトリコ短信(7)畠村良二

プエルトリコでもっとも親しみの感じられるものといえば「お

愛想笑い」ということかもしれない。特に女性は，愛想がいい。

別にニコッとされたからといって私に特別な感情を持っていると

は夢々思わないが，しかし，これを米国人はどのように感じてい
るのだろうか。

彼ら米国人は一般に表備が乏しくて私にはしばしば奇妙に感じ
られる。当然笑顔で話すべき内溶であっても，それが，そうであ

ればあるほど表情が固いのはどういう訳であろうか。私は，この

点に興味をもっている。もっとも，こちらに長くいる米国人はそ
れが自然に身につくのか，たまに，私でさえやりすぎだと感じる

くらいに笑顔をふりまく人もいる。

また，自然物で親しみのあるものは竹である。ここでは，竹が

よく繁殖している。これらはもちろん東洋から持ってきたもので

ある。当地は割合，東洋色の強い所で，中国料理店は至る所にあ
り，当研究所は植物園と称する中にあるのだが，その中には日本
庭園まがいのものもあり，池を作り魚を泳がせたり，太鼓橋のミ

ニチュア版といったものがある。

友達に日本の家があるというので見に行ったことがある。その

家の奥さんは日本人だという。日本の寺といった感じの家で友達

に説明するのに苦労した。
ある店の店頭に雪駄が飾ってあった。もっとも，その雪駄なる

ものは厚さ2cmもあり，表面は畳目があるのだ力ざ,鼻緒の太いこ
とは弁慶の下駄の鼻緒よりもまだ太いのである。私はこれに興味

をもち買おうと思ったのだが，それをはいている人を見ると女性
に限られているようだ。どうも，女性の履物であるらしい。頭に
鮮やかな模様の風呂敷だかハンカチだかをつけ，大きなオッパイ
をかろうじて隠す衣服を身につけ，そして例の雪駄をはき，大学
の教科書を2．3冊持って歩いている。その姿に思わず禰をたた
いてやりたいような衝動にかられる。

私はことばに似れるためもあってよく映画を見る。当地は，世
界の映画を見られるといっていいくらいである。私は南米産の映
画は初めてなので興味がある。当地で艇も人気のあるのは，空手
映画だろう。もちろんモーゼスなどの宗教的なものは，その信心
深さからして当然大人気である。街角でパンフレットをもらい，
のぞいてみると見慣れない単語がある。よく見てみるとオキナヮ
カラテと書いてあったりする。私が日本人だというと，たいてい
は，空手ができるかと聞く。日本人はすべて空手ができると思っ
ているらしい。

空手映画はおもに香港あたりのものらしい。三流映画である。
筋書きは,日本の空手が中国の空手を圧迫しつづけ,最後に!:'1国の
空手が発奮して，それを打ち砕くというものが多い。ちょうど日
本のやくざ映爾と同じものと考えていい。とにかく，主役が最後
に攻勢に転じて敵をやっつけるところなんぞは，鞍馬天狗のおじ
さんがさっそうと登場すると思わず拍手を送った子供のころ以上
の熱狂ぶりだ。日本語の表現に「飛び上がらんばかり」というの
があるが，彼らは現実に飛び上がって興奮している。日本の映画
も2回見た。一つは極端に古いもので役者も知らない。もう一つ
は，空手もので，なぜか英語で話し，時刻はスペイン語といった
ものだった。

かを推定するにとどまるにすぎな

い。

以上の考古学，古文書の解明につ

いで，非常に有力な手段として最近

の花粉分析の発達がある。

（3）

この花粉分析法は過去における森

林植生の変遷をかなり明らかにして

くれる。とくに年代判定が同位炭素

法の進歩により，より精密になり，

花粉遺体の同定も光学顕微鏡の進歩

により，より正確なものになった。

したがって，日本各地の花粉分析

の知見が多くなるにつれて古代の植

生分布がかなり明確なものになり，

その時代の日本列島の森林植生を再

現してくれる。

たとえば，「人類による森林破壊

始まる」とする花粉分析の年代区分

である。R一Ⅲ時代（塚田松雄著

「花粉は語る」による）は，現代よ

り約4,000年前，日本文化のあけぼ

のである縄文後期より，弥生時代，

古戟時代をへて歴史時代にいたる，

総じてイネ腿耕期に照応で誉，イネ

の伝播がいかに日本の森林植生を変

化させていったかを，まざまざと認

識させてくれる。

もっと詳説すれば，中部日本にお

ける花粉帯と植生の関係ではR－m

期を2区分して,R－Ⅲa期(4,000

～1,500年前）は，ブナ属，ナラ

属，ニレ属，針葉樹ではスギ，コウ

ヤマキが増加し，その後期には自然

分布が絶頂に達する。このような樹

種の花粉が低山帯まで増加すること

により，現在の年平均気温が2～3。

C低下傾向にあったのではないかを

推定しうる。

つぎのR－Ⅲb期（1,500年前よ

り現在）では，低地では本絡的な農

耕開始により,R－Ⅲaに繁茂した

落葉広葉樹の花粉の出現率が相対的

にも絶休的にも減少し，それに代わ

って，マツ属，ハンノキ風カンパ

属のような陽性樹種が二次林的に侵

入する。

また森林破壊の現象として，木本

類花粉の減少にともない草生植物キ

ク科，タデ科，シダ類とイネ科花粉

が大量に出現する。このことは全く

現代の植生遷移をそのまま再現して

いるようである。

ただ花粉の採集地が長年月のあい

だ堆讃する条件のある沼沢，泥湿地

などに限定されざるを得ないが，こ

れらの知見が多くなるにしたがい，

われわれのまえに有史以前の植生が

地域ごとにかなり明確な姿で再現さ

れるようになるのではないかと思

う。

この花粉分析の方法を用いて過去

の森林機造の遷移をさぐろうとする

研究は，すでに1930年代初頭に花

粉分析法が日本に紹介された当時か

ら，沼田大学，山崎次男両氏（当時

京大）により林学にとりあげられ，

樺太，朝鮮，北海道，中国山地など

を対象とした諸論文が林学会雑誌に

つぎつぎに発表せられている。今で

こそ理学部系の人たちの業績がほと

んどであるが，すでに林学の先学に

よりこの分析がとりあげられている

ことは記憶されてもよいことであ

る。（林業試験場木曽分場）
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第32回通常総会の開催および関係行事のお知らせ

総会ならびに関係行事を下記のとおり開催いたしますので，ご出席下さるようご案内申

し上げます。

昭和52年4月10日

社団法人日本林業技術協会

理事長福森友久

記

｜場
’月日｜

，月25&（水）’

時間 行 会事
－

#分時分
00～17.00

時
９ 鮪23回林業技術コンテスト

理事会

第23回林業技術賞受賞者の表彰

第10回休業技術奨励賞受賞者の表彰

第23回林業技術コンテスト受賞者の表彰

節32回通常総会

藤岡光長淡表彰

閉会

コンテスト参加者都内見学

支部幹事打合会

支部幹事，コンテスト参加者合同の懇親会

日林協5階会議室

農林年金会館
〃

〃

〃

〃

〃

’
5月26日（木） ０

０
０
０
２
凧
１
１
一
一
０
０
０
０
●
●

０
３
１
１

17.30～21.30 はとバス

日林協5階会議室
〃鼠…（金）’ l:::":|

利用による森林計画編成の研修を実

施した。

し林業技術編集委員会q

2月15日（火）出席者：中野(真）

・中野(達)・西口・白城・弘中の各

委員と本会から小田・八木沢・福井

・伊藤

｢森林航測」編集委員(アイゥェォ願）

北川公東洋航空事業K・K

中島巌林業試験場経営部

西尾元充西尾画像工学研究所

林勝東京営林局計画課

淵本正隆アジア航測K・K

正木義治共立航空撒影K・K

山口夏郎林野庁計画課

山本勇国際航業K・K

I概簔職嘉 国
令
阜
。

一
》
。
●
｝

＠ 人事

専務理事小田精，昭和52年3月

31日付けをもって辞任の届出があ

り，同付けをもって退任した。

.〔退任後の勤務先東京都千代田区

三崎町2－18－5大川設計測量(株）

取締役社長，電話03(264)2661]

理事今井秀寿,2月21日付けをも

って辞任。高知県林務部より林野庁

業務課に転任

◎指導奨励事業

3月15日胤幌営林局業務研究発

表会開催

本部より堀常務出席，入貨者に対

し賞品を贈呈した。

研修員の受入れについて

愛知県農林部長の依頼により，同

県技師牧野修治，柴田健三の両氏は

3月16日本会において，空中写真

昭和52年4月10日発行

林業技術

第421号

編集発行人福森友久

印刷所株式会社太平社

発行所

社団法人日本林業技術協会

(〒102）東京部千代田区六番町7

電話（261）5281(代)～7

（振替東京03－60448番）

｢林業技術」編集委員(アイウェォ願）

青柳朋夫林野庁計画課

岡本敬三国際協力事業団林業投融
資諜

熊崎実林誰試験場海外林業調査
課

白城裕林野庁造林課

杉原要東京都公害局閲然環境係
謹郁

只木良也林業試験場造林部

中野達夫林業試験場木材部

中野興人林政総合協議会

中村英碩東京農業大学利用学教室

西口親雄東北大学腱学部附属演習
林

弘中義夫艇林省農林経済局国際協
力課

前田直登林野庁業務課

増田晃林野庁研究普及課
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京大教授岸根卓郎博士著(正しい統計の理論と応用）

綿鍬統計理論再版錦i擶蝋鯛耀
繍統計学第8版舗,磯呼進職猫

■■図
■■■

■■ 画
一
学
一

宮
雲
『
一脛

産． 妻!:ipW;"ﾛ率固久ﾛ鐙識齢嘩固nr｡震諏ｱﾑｧ，乗

需誇灘河田党博士騒蕊共著新刊

職:|羅撫|定価1万2千円謹料‘"” 一
一
一
一

版林業にも共通すべき病虫害と公害防除の最新辞典

第1部総論には病虫害と変遷、防除器材、防除組織と計画

（発生予察）、農薬の影響、残翻毒性、土壌への蓄誠等、

第2部病害の総論には病気と病徴、病原と性質、病気の発
生、病気の防除等、各論には普通作物、飼料作物、持用作
物野菜、果樹、花卉の各病害684種の病状､病原、防除法を、

第3部虫害の総論には虫害の本質、害虫の性質・種類、発

生と予察、害虫防除の共通蛎項、各論には第2部病害に準

ずる各作物につき553種の害虫及び害獣に亘り被害と雑徴

生態、防除法、第4部農薬の総論には、悲義、菰類、作用

使用形態、使朋法、各論には殺虫剤、殺菌剤、殺虫殺禰剤

除草剤、植物生農調節剤、殺そ忌避剤と誘引剤、農薬肥料

展蒲剤、第5部防除機械、付録＝関係諸表と、索引は総論

和名、英名、学名、ウイルス名、艇薬、農薬原休化学名、

防除機の8種類に分ち、必要事項は目次と之等索引により
随時辞譜的に解得できるよう編成の独創的活用大典。

ロ

京都府立大教授大隅真一博士他専攻家3氏共著
A5上腿440X･図64IIM･定lilli2500円・送料280円

林業技術の近代化を目指して、章を緒論、樹木の測定、林

分の計測、大而縦の森林諮磯の澗遜に大別し、従来の所謂
『測樹学」から脱皮して般新の計測技術を導入して、全く
新しい学問として体系化された画期的の測樹学を確立。

鳥取大助教授栗村哲象博士著第3版
A5上製400頁・図30版・定価2000円・送料200円

従来の林価算法較利学を徹底的に再検討し、近年急速に
発展せる会計学を取入れ、編を総論、林業個別管理会計

論､林業総合管理会計に大別し、林業笹理会計論を体系
化して、現時最も進歩した合理的林業経営計算を詳述も

'一一五一坪盃一一垂一一壷4琶今ずい再罰ロー‐､一昔｡＝号＝障睦…ご罫＝言｡
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醗學

都市林の設計と管理高橋理喜男著

￥2800〒200

1972年に公刊した「都市林」の姉妹編で，都市
林の計画，設計，管理の実践における具体的事
項について写真104,図73をそえて解説してお
り，この分野の図書ではわが国最初のもの。

王子製紙山林事業史

好評再版

松くい虫の謎を解く
－松を粘らす材線虫と土水母－

伊藤一雄著¥1200〒160

今や「松の緑」は全く消滅しかねない実状にあ
るが，2年前，本書の出版が機縁となって松く
い虫防除対策に新しい施策がとられようとして

いる。こうしたことから本書再版の要望にこた

え，新しい知見を加えて発刊したものである。

森拡の土壌と肥培芝本武夫著￥2000〒200

鈴木尚夫ほか8氏共著￥6000〒280

日本林業の歴史的歩みを日本資本主義経済との
かかわり合いにおいてとらえ，日本林業の将来
の展望に有益な資料と示唆を提供している。

図説・広葉樹の見分け方森林土壌（13節／34項)，肥料（12節／38項)，
林地肥培（3節／13項)，索引（和欧語)から成
り，冗長にわたることをさけて専ら基本につい

て解説した近来にない名著である。

環境保全と森林規制A5判¥2000〒200

一葉形の見かけによる－

竹内亮著￥1500〒160

393種を選び，それらを常緑葉樹類と落葉樹類
とに2大別し,さらにそれぞれについて高木,低
木，つる木に分別し，それらを更に葉形につい
て単葉，複葉等に分け，またそれぞれについて
全縁葉，波状縁等々，葉の見かけ上の形によっ
て分類排列した葉形図とこれらに対応する記載
文から成り学名索引，和名索引をそえている。

筒井迪夫・木村晴吉・竹中譲・藤沢秀夫共著
「環境保全」という未開の，しかも広い領域を
分かりやすく解きほぐした労作で，理論と実践

の統一に示唆するところが大きい。

’農林出版株式簔撰濁り5溥蕊曙区繩手勢謬捧毒毒釦辨識騨p3(431)0609･3922

｜
「

財団法人水利科学研究所

水利科学研究所発行の参考書について
下記参考書は執務の傍らハンドブックとして良書であります。

水利科学蕊難製驚製水経済年報難難埋鰯禦’森林の社
会的機能評価の試み割隆瞥葦熱黙地下水資源の開発と

保全翻綴0鑿過疎と森林の生態学雛臘鶏治水長期計画

の歴史翻謝0篭大規模林道開発と地域開発撫難蹴蕊北

海道の防風，防霧林撫鯉鴬蕊戦後林政の推移撫灘譲

水文用語集:鶏諜熱鵜：
申込先〒112束京都文京区後楽1－7－12(林友ビル)財団法人水利科学研究所電話03-816-3391振替東京8-28224
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強度・感度・透明度・寸法安定性・製図適性
仕上り、すべてに優れだ製品

強靱性・寸法安定性・平面性・保伊性・耐久
性のすぐれだポリエステルフイルムベースの

ケミカルマット加工をした製図用合成紙

⑧蒸気機関車にも似て、ダイナミックな扱いにも、水
ぬれにも、びくともしない美しい仕上げ。仕事の合理

化スピードアップに御利用下さい。

一

●本社東京都新宿区新宿2－7-ITELO3(354)0361〒160
‐大阪TELO6(772)1412･名古屋TELO52(822)5121

札幌TELOli(631)4421.福岡TELO92(271)0797･埼玉TELO488(24）I255
広島TELO822(61)2902・仙台TELO222(66)0151沖繩TELO988(68)56i2
アメリカきもと（ロスアンゼルス）．スイスきもと（チューリッヒ）

願、株式会社きちと

群 窓鑑 麩謡塞窒塞蓋塞多蚤

$造林技術の前進と革新に奉仕する。
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毒巽寮発揚芙多

破れない第二原図用感光紙

鞭ジ司三〃12
破れない合成紙
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